
政
権
交
代
｜
｜
。
民
主
党
連
立
政
権
の
発

足
後
１
カ
月
余
。
国
民
の
関
心
も
内
閣
支
持

率
も
高
い
。
ム
ダ
削
減
な
ど
政
府
は
予
算
編

成
を
急
ぐ
が
、
国
民
生
活
が
ど
う
な
る
か
具

体
像
は
未
だ
見
え
に
く
い
。
子
々
孫
々
に
引

き
継
ぐ
べ
き
国
土
の
あ
り
方
を
探
る
本
紙
に

も「
道
の
駅
は
、道
路
整
備
は
ど
う
な
る
」「
高

速
道
路
無
料
化
は
」「
暫
定
税
率
廃
止
は
」な

ど
、
読
者
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
る
。
鳩
山
首

相
は
「
変
革
」
を
実
現
で
き
る
の
か
。
新
政

権
の
動
き
を
踏

ま
え
展
望

す

る
。民

主
党
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
で

鳩
山
代
表

は

「
暮
ら
し
の
た

め
の
政
治
を
。

国
民
の
生
活
が

第
一
」と
し「
官

僚
任
せ
で
な
く

国
民
の
目
線
で

考
え
て
い
き
た

い
。
古
い
仕
組

み
を
終
わ
ら
せ
、
す
べ
て
の
人
が
生
き
が
い

と
働
き
が
い
を
持
て
る
国
を
つ
く
ろ
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

政
権
構
想
は
「
中
央
集
権
か
ら
地
域
主
権

へ
」
と
、
明
治
維
新
以
来
の
中
央
集
権
か
ら

「
地
域
主
権
国
家
」
を
目
指
す
。
国
と
地
方

自
治
体
の
関
係
を
対
等
・
協
力
関
係
に
改
め
、

地
方
が
地
域
の
実
情
に
あ
う
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
で
き
る
よ
う
改
善
、
農
業
の
戸
別
所

得
補
償
制
度
や
高
速
道
路
無
料
化
な
ど
で
地

域
を
元
気
に
し
、
地
域
活
性
化
を
図
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
国
民
目
線
」
と
「
地
域

主
権
」
。
雇
用
や
経
済
対
策
も
、
地
球
温
暖

化
対
策
を
推
進
し
新
産
業
を
育
て
る
。
オ
バ

マ
米
大
統
領
ば
り
の
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
デ

ィ
ー
ル
政
策
だ
。

「
道
の
駅
」
の
３
原
則
は
①
休
憩
施
設
②

地
域
連
携
拠
点
③
情
報
拠
点
と
な
る
こ
と

で
、
近
年
は
防
災
拠
点
の
役
割
も
増
大
、
国

民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
し
て
全
国
９
１
７

カ
所
に
成
長
し
た
。
そ
こ
に
集
う
人
々
の
視

点
は
、
ま
さ
に「
国
民
目
線
」。「
地
域
主
権
」

の
核
と
な
り
得
る
施
設
だ
。
道
の
駅
は
、
新

政
権
の
目
指
す
方
向
性
を
象
徴
す
る
存
在
と

も
言
え
る
。

本
紙
に
寄
せ
ら
れ
る
毎
号
２
０
０
０
通
を

超
え
る
声
は
「
国
民
の
声
」
だ
。
そ
の
多
く

は
財
源
問
題
な
ど
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
な

が
ら
、
新
た
な
政
治
手
法
で
社
会
が
変
わ
る

こ
と
に
期
待
す
る
。

Ｃ
Ｏ
２

削
減
を
目
指
す
政
府
に
呼
応
し

て
、自
動
車
業
界
が
技
術
の
粋
を
集
め
た「
東

京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
」
も
開
幕
。
高
速
道
路

が
土
日
祝
日
１
０
０
０
円
に
な
っ
た
だ
け
で

渋
滞
が
起
き
、
フ
ェ
リ
ー
や
鉄
道
利
用
者
が

減
る
な
ど
余
波
も
発
生
し
た
。
国
民
は
、
丁

寧
で
き
め
細
か
い
政
策
に
期
待
し
、
政
府
の

手
腕
を
見
守
っ
て
い
る
。

全国の「道の駅」は９１７に

特集「今後の道路行政」

環境に取り組む‐輝く人たち‐

平成遷都１３００年祭へ

自然災害を思考する②

新しい道の駅一覧

特集「巨木・珍木１５選」

国土学事始め なるほどブリッジ

話題の道の駅

グリーン・ツーリズム

読者の声 おもしろ万葉集

プレゼント パズル
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新
政
権
の
目
玉
は
高
速
道

路
無
料
化
だ
が
、
前
政
権
の

土
日
祝
日
１
０
０
０
円
の
導

入
で
、
渋
滞
増
加
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
増
大
へ
の
懸
念
な
ど

問
題
が
表
面
化
。
各
種
世
論

調
査
も
反
対
が
賛
成
を
上
回

る
。
渋
滞
や
過
去
の
道
路
建

設
の
借
金
返
済
に
税
金
が
使

わ
れ
る
こ
と
な
ど
を
危
惧
す

る
現
れ
だ
。
読
者
も
「
安
い

ほ
う
が
良
い
が
問
題
も
あ

る
」
と
賛
否
が
分
か
れ
る
。

Ｊ
Ｒ
７
社
も
慎
重
な
判
断

を
求
め
る
要
望
書
を
国
交
省

に
提
出
。
無
料
化
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
増
え
鉄
道
、
フ
ェ

リ
ー
、
バ
ス
な
ど
の
利
用
が

減
り
、
交
通
体
系
の
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
る
と
指
摘
。
フ
ェ

リ
ー
業
界
や
九
州
バ
ス
協
会

も
、
同
様
の
申
し
入
れ
を
し

た
。環

境
省
は
無
料
化
で
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
に
関
す
る
調
査

を
開
始
し
た
。
政
府
は
段
階

的
無
料
化
を
い
う
が
、
地
域

順
に
無
料
化
、
通
行
料
を
少

し
ず
つ
下
げ
る
、
曜
日
ご
と

の
無
料
化
な
ど
、
様
々
な
方

法
が
考
え
ら
れ
、
政
府
首

脳
も
「
慎
重
に
検
討
す

る
」
と
発
言
も
慎
重
だ
。

前
原
誠
司
国
交
相
は
、

高
速
道
路
の
必
要
性
に
つ

い
て
厳
格
な
基
準
を
設
け

検
討
す
べ
き
と
の
考
え
を

示
す
一
方
「
つ
な
が
な
い

と
意
味
が
な
い
道
路
が
か

な
り
あ
る
」
と
述
べ
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
効
果
が
期
待

で
き
る
高
速
道
路
は
優
先

す
る
方
針
。
「
財
源
が
あ

れ
ば
ど
れ
も
し
た
い
が
、

少
子
高
齢
化
、
経
済
・
財
政

悪
化
の
状
況
下
で
は
優
先
順

位
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
」

と
表
明
し
て
い
る
。

無
料
化
は
「
流
通
コ
ス
ト

引
き
下
げ
で
生
活
コ
ス
ト
を

下
げ
る
」
「
産
地
か
ら
消

費
地
へ
商
品
を
運
び
易
く

し
て
地
域
経
済
を
活
性

化
」
「
高
速
道
路
の
出
入

り
口
を
増
や
し
、
渋
滞
な

ど
の
経
済
的
損
失
を
軽
減

す
る
」
の
が
狙
い
だ
。

「
地
域
主
権
」
を
う
た

う
新
政
権
の
地
域
へ
の
思

い
が
こ
も
る
。
道
路
整
備

を
真
に
必
要
と
す
る
地
方

に
、
見
直
し
で
節
減
し
た

財
源
を
回
す
よ
う
願
う
声

は
多
い
。

「
都
市
は
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
る

が
田
舎
は
ま
だ
不
便
。
危
険
な
道
で
辛

抱
し
て
い
る
」
「
道
の
駅
は
防
災
拠
点

や
防
災
情
報
発
信
基
地
と
し
て
万
全
な

体
制
に
」
｜
｜
。
民
主
党
連
立
政
権
の

政
治
主
導
で
、
前
政
権
の
補
正
予
算
か

ら
国
土
交
通
省
の
公
共
事
業
費
が
大
幅

削
減
さ
れ
た
が
、
道
路
整
備
の
充
実
を

望
む
国
民
の
声
は
強
い
。新
政
権
も「
公

共
事
業
は
す
べ
て
悪
」
と
い
う
訳
で
は

な
い
。
高
速
道
路
整
備
の
見
直
し
も
始

ま
る
が
、
Ｉ
Ｃ
の
開
通
で
利
便
性
が
高

ま
っ
た
道
の
駅
も
あ
る
。
何
が
ど
う
変

わ
る
か
。
変
わ
ら
な
い
の
か
。
本
紙
に

寄
せ
ら
れ
た
道
路
利
用
者
の
声
も
踏
ま

え
考
え
て
み
る
。

道
路
整
備
の
お
か
げ
で
来

場
者
が
増
え
た
三
重
県
伊
賀

市
の
「
道
の
駅
あ
や
ま
」
の

例
を
紹
介
す
る
。
滋
賀
県
甲

賀
市
の
新
名
神
高
速
道
路
・

甲
南
Ｉ
Ｃ
の
開
通
で
「
道
の

駅
あ
や
ま
」
は
利
用
状
況
が

変
化
し
、
道
の
駅
関
係
者
は

思
わ
ぬ
相
乗
効
果
を
喜
ぶ
。

同
高
速
道
は
０８
年
２
月
、

三
重
県
・
亀
山
Ｊ
Ｃ
Ｔ
～
滋

賀
県
・
草
津
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
が
開

通
。
甲
南
Ｉ
Ｃ
は
今
年
３
月

開
通
し
た
。
甲
南
Ｉ
Ｃ
と「
道

の
駅
あ
や
ま
」
は
約
１０
㌔
の

位
置
に
あ
り
「
道
の
駅
」
が

あ
る
県
道
は
同
高
速
道
と
伊

賀
市
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト
。

「
道
の
駅
あ
や
ま
」
は
０３

年
１２
月
開
業
。
年
間
６
万
～

６
万
５
０
０
０
人
が
訪
れ
、

緑
豊
か
な
環
境
の
道
の
駅
。

「
伊
賀
と
甲
賀
」
は
忍
者
の

里
で
ラ
イ
バ
ル
と
か
敵
対
関

係
の
印
象
が
あ
る
が
、
甲
賀

の
Ｉ
Ｃ
が
伊
賀
の
道
の
駅
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
構
図
だ
。

同
高
速
道
路
の
開
通
時
、

「
あ
や
ま
」
の
利
用
者
数
は

変
化
な
か
っ
た
が
、
甲
南
Ｉ

Ｃ
開
通
後
は
①
来
場
者
が
前

年
同
月
比
で
約
１
割
増
加
②

大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
昼
間
利
用

も
増
大
③
地
元
伝
統
工
芸
品

「
伊
賀
く
み
ひ
も
」
の
売
上

も
増
え
た
。

道
路
関
係
者
は
、
甲
賀
Ｉ

Ｃ
の
開
通
で
県
道
に
違
う
交

通
の
流
れ
が
出
来
た
と
考
え

る
。
大
型
車
増
加
は
物
流
経

路
の
変
化
、
伝
統
工
芸
品
の

売
上
増
は
遠
方
の
観
光
客
の

県
道
利
用
、
と
分
析
。
高
速

道
路
と
Ｉ
Ｃ
の
整
備
が
、
物

流
の
効
率
化
や
観
光
振
興
に

寄
与
し
た
効
果
と
見
る
。

駅
長
は
開
通
効
果
を
喜
び

「
地
域
活
性
化
を
第
一
に
考

え
、
物
産
販
売
は
地
元
企
業

と
地
場
産
品
に
こ
だ
わ
っ
て

い
る
。
三
重
県
の
道
路
情
報

や
交
通
情
報
は
集
ま
る
が
、

滋
賀
県
の
情
報
が
難
し
い
の

で
両
方
収
集
し
易
い
よ
う
に

し
て
欲
し
い
」
と
話
す
。

「
道
の
駅
が
防
災
拠
点
に

な
る
の
は
心
強
い
」
「
災
害

時
に
道
の
駅
は
重
要
」な
ど
、

読
者
は
防
災
拠
点
、
避
難
所

を
期
待
す
る
。
「
災
害
時
は

陸
の
孤
島
。
迂
回
路
の
整
備

が
急
務
」
の
声
も
根
強
い
。

新
政
権
は
観
光
も
重
点
施

策
だ
。
観
光
庁
が
発
足
し
て

１
年
。
鳩
山
首
相
や
前
原
国

交
相
は
観
光
振
興
の
目
標
を

「
あ
ま
り
に
も
ぬ
る
い
」
と

し
、
成
長
産
業
の
核
と
す
る

た
め
旅
行
者
数
を
上
乗
せ
す

る
新
た
な
目
標
を
立
て
る
。

外
国
人
は
も
ち
ろ
ん
国
内
旅

行
者
も
増
や
す
。

そ
の
た
め
に
も
地
方
の
道

路
整
備
は
大
切
。
地
域
活
性

化
の
拠
点
と
な
る
道
の
駅
の

役
割
も
増
大
す
る
。
「
面
白

そ
う
な
観
光
地
が
な
く
て

も
、
道
の
駅
に
お
い
し
そ
う

な
物
が
あ
れ
ば
出
掛
け
る
」

な
ど
、
道
の
駅
自
体
が
目
的

に
も
な
っ
て
い
る
。
「
違
っ

た
場
所
、
人
々
に
出
会
え
る

イ
ベ
ン
ト
を
」
と
、
観
光
に

結
び
つ
く
施
策
を
要
望
す
る

声
も
あ
る
。

道
路
行
政
の
姿
は
未
だ
鮮

明
で
は
な
い
が
、
読
者
が
道

路
に
寄
せ
る
思
い
は
熱
い
。

「
生
き
る
う
え
で
道
は
ど
こ

ま
で
も
つ
い
て
く
る
」
「
道

は
人
や
モ
ノ
を
運
ぶ
だ
け
で

な
く
、
人
と
人
を
つ
な
ぎ
、

歴
史
を
つ
な
ぎ
、
文
化
を
創

っ
て
い
く
源
…
と
思
う
。
道

を
使
う
心
と
心
が
つ
な
が
り

合
う
こ
と
が
大
切
」
な
ど
の

声
だ
。
国
民
は
新
政
権
の
舵

取
り
を
注
視
し
て
い
る
。

日
進
月
歩
で
飛
躍
す
る
通

信
技
術
は
、
か
つ
て
な
い
ほ

ど
の
情
報
を
人
に
与
え
続
け

て
い
る
。
む
し
ろ
、
日
々
刻

々
と
情
報
が
肥
大
化
し
、
あ

ま
り
に
も
氾
濫
し
す
ぎ
る
が

ゆ
え
に
、
玉
石
混
淆
と
な
っ

た
中
か
ら
「
お
ス
ス
メ
」
の

情
報
の
み
を
選
択
す
る
こ
と

に
、
人
々
は
汲
々
と
し
て
い

る
よ
う
に
も
映
る
。

こ
の
よ
う
な
時
勢
に
あ
っ

て
、
道
の
駅
の
「
情
報
化
」

に
期
待
す
る
こ
と
は
何
か
。

た
と
え
ば
、
都
市
部
の
フ

ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
の
よ
う
に

手
軽
に
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に

接
続
で
き
れ
ば
、
確
か

に
便
利
だ
と
感
じ
る
。

旅
の
宿
を
提
供
す
る
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き

て
、
一
夜
の
宿
を
検
索

で
き
る
フ
リ
ー
の
Ｐ
Ｃ

が
ど
の
駅
で
も
常
備
さ

れ
て
い
れ
ば
こ
の
上
な

い
。
し
か
し
、
道
の
駅
は
こ

の
よ
う
な
「
情
報
化
」
を
求

め
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
、
と
改
め
て
思
案
し
た
。

旅
に
訪
れ
る
人
々
は
、
国

内
・
国
外
を
問
わ
ず
、
そ
の

地
域
の
「
今
、
そ
こ
に
あ
る

事
象
」
に
触
れ
て
み
た
い
と

考
え
る
。
「
あ
る
が
ま
ま
∥

自
然
体
」
が
す
な
わ
ち
「
情

に
報
い
る
」
事
象
で
あ
り
、

そ
の
地
域
の
魅
力
を
知
る
楽

し
み
に
つ
な
が
る
。

従
来
ま
で
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

的
な
「
情
報
」
は
、
鉄
道
や

バ
ス
路
線
を
中
心
と
し
て
、

見
事
な
ま
で
に
「
設
計
」
さ

れ
て
い
た
。
時
刻
表
に
掲
載

さ
れ
る
交
通
手
段
を
使
い
、

設
定
さ
れ
た
時
間
の
中
で
ア

ク
セ
ス
が
可
能
な
「
情
報
」

が
、
精
密
に
組
ま
れ
て
い
た

と
い
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
視

点
で
見
る
と
、
あ
る
が
ま
ま

の
「
自
然
体
」
の
情
報
は
、

え
て
し
て
集
客
力
に
は
つ
な

が
り
に
く
く
、
少
数
派
（
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
）
の
た
め
の
情

報
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
個
別

化
、
細
分
化
さ
れ
た
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
の
情
報
を
受
け
入
れ

る
素
地
が
で
き
つ
つ
あ
る
。

鉄
道
や
バ
ス
機
関
の
路
線
が

先
細
る
一
方
で
、
拡
大
す
る

自
動
車
移
動
に
よ
る
ツ
ー
リ

ズ
ム
。
こ
れ
ま
で
公
共
機
関

で
は
入
り
込
め
な
か
っ
た
地

域
に
、
人
々
は
自
ら
の
意
思

で
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

か
つ
て
、
道
の
駅
が
な
い

時
代
に
は
、
鉄
道
の
駅
が
地

域
情
報
を
得
る
拠
点
で
あ
っ

た
。
移
動
手
段
の
流
れ
が
変

わ
っ
た
今
は
、
そ
の
役
割
を

「
道
の
駅
」
が
担
う
。
道
の

駅
は
、
そ
の
よ
う
な
地
域
の

「
自
然
体
」
に
触
れ
る
た
め

の
玄
関
（
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
）
に
な
る
。

温
泉
や
グ
ル
メ
、
さ
ら
に

は
地
元
食
材
と
い
う
嗜
好
性

を
求
め
る
楽
し
み
の
ほ
か
に

そ
の
地
域
の
ふ
と
し
た
街
並

み
や
構
造
物
、
当
た
り
前
に

見
え
る
情
景
や
産
業
に
、
わ

ず
か
で
も
視
線
を
添
え

る
と
訪
れ
た
道
の
駅
や

地
域
の
記
憶
の
固
定
化

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

旅
先
で
訪
れ
た
道
の

駅
。
そ
こ
で
出
逢
っ
た

「
自
然
体
」
を
も
と

に
、
次
回
以
降
か
ら
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
の
た
め
の

「
情
報
」
を
綴
っ
て
ゆ
き
た

い
。

松
波

成
行
（
ま
つ
な
み

し
げ
ゆ
き
）

１
９
７
０

年
、
東
京
生
ま
れ
。
国
道
愛

好
家
、
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
。
博

士
（
地
球
環
境
科
学
）
。
ケ

ミ
カ
ル
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
デ
バ

イ
ス
開
発
研
究
）
の
傍
ら
、

趣
味
と
し
て
「
国
道
」
を
究

め
る
。
９５
年
に
自
転
車
で
の

日
本
一
周
を
完
了
。
翌
年
よ

り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で

「
日
本
の
道
」
を
公
開
。
近

著
に
「
国
道
の
謎
」
（
祥
伝

社
新
書
）
な
ど
多
数
。

「
情
報
化
」
と
い
う
言
葉
の
響
き
か
ら
、
人
は
何
を
連

想
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
高
速
通
信
、

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
（
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
）
。
も
し
く
は
、
ブ
ロ
グ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
、
フ
ァ
イ
ル
共
有
…
…
。
昨
今
、
誰
も
が
口
に
す
る

「
情
報
化
」
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、
こ
の
よ
う
な
通
信
イ

ン
フ
ラ
の
多
様
性
を
思
い
描
か
せ
る
。

高
速
道
路
無
料
化
へ
賛
否
の
声

渋
滞
加
速
、Ｃ
Ｏ

２

増
大
も

「シルバーウィーク」初日の朝、渋滞

する東名道駒門パーキングエリア付近

の下り線（右）。両脇は建設中の第２

東名＝静岡県御殿場市で９月１９日朝、

毎日新聞ヘリから

道の駅の役割は
松波 成行

情報社会真っ盛り

国道愛好家

バランス崩れる
交 通 体 系 に
ＪＲ７社など要望書

「
道
の
駅
あ
や
ま
」ほ
く
ほ
く

新名神高 速
甲南ＩＣ開通

あ
る
が
ま
ま

地
域
自
然
体

へ
の
玄
関
に

伝統工芸品「伊賀くみひも」

防
災
拠
点
に
期
待

「道の駅あやま」位置図

道の駅あやまの正面
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「
楽
し
さ
と
環
境
の
両

立
」
を
う
た
い
「
ク
ル
マ
を

楽
し
む
、
地
球
と
楽
し
む
」

が
テ
ー
マ
。
世
界
初
の
発
表

ワ
ー
ル
ド
プ
レ
ミ
ア
が
３９
台

（
乗
用
車
２０
台
、
二
輪
車
１６

台
、
カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ
ア
３

台
）
、
日
本
初
の
発
表
ジ
ャ

パ
ン
プ
レ
ミ
ア
が
２１
台
（
乗

用
車
７
台
、
二
輪
車
１２
台
、

カ
ロ
ッ
ツ
ェ
リ

ア
２
台
）。

最
先
端
の
製

品
や
技
術
情
報

を
世
界
に
発
信

す
る
と
共
に
、

最
新
モ
デ
ル
を

来
場
者
が
運
転

で
き
る
試
乗
会

な
ど
様
々
な
特

別
企
画
を

通

し
、
一
人
で
も

多
く
ク
ル
マ
フ

ァ
ン
・
バ
イ
ク

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
指
す
。
自
工
会
の
青

木
哲
会
長
は「
車
の
進
化
、特

長
を
体
感
し
て
も
ら
い
関
心

を
高
め
た
い
」と
し
て
い
る
。

入
場
料
は
一
般
１
３
０
０

円
、
高
校
生
６
０
０
円
。
前

回
ま
で
小
学
生
以
下
無
料
だ

っ
た
が
、
今
回
は
中
学
生
ま

で
無
料
に
し
た
。

日
本
の
各
社
は
、
環
境
意

識
の
高
ま
り
を
受
け
エ
コ
カ

ー
を
目
玉
に
環
境
技
術
を
ア

ピ
ー
ル
。
エ
ン
ジ
ン
と
モ
ー

タ
ー
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
（
Ｈ
Ｖ
）
や
、
排
ガ
ス
が

出
な
い
電
気
自
動
車
（
Ｅ

Ｖ
）
、
家
庭
の
電
源
で
充
電

で
き
る
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
な
ど

を
お
披
露
目
す
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
は
Ｅ
Ｖ
の

コ
ン
セ
プ
ト
カ
ー
「
Ｆ
Ｔ
｜

Ｅ
Ｖ
２
」を
出
展
。全
長
約
２

・
７
㍍
、
幅
約
１
・
７
㍍
、

高
さ
約
１
・
５
㍍
で
、
超
小

型
車
ｉ
Ｑ
よ
り
小
さ
い
が
４

人
乗
り
。
充
電
１
回
で
９０
㌔

走
行
で
き
る
。

世
界
に
先
駆
け
Ｈ
Ｖ
で
先

行
し
「
Ｅ
Ｖ
は
電
池
性
能
な

ど
課
題
が

多

い
」
と
早
期
実

用
化
に
慎
重
だ

っ
た
同
社
も
、

豊
田
章
男
社
長

が
米
国
で
「
１２

年
に
Ｅ
Ｖ
を
発

売
す
る
」
と
公

表
。
Ｈ
Ｖ
を
全

車
種
に
拡
大
す

る
一
方
、
エ
コ

カ
ー
戦
略
を
Ｅ

Ｖ
に
も
広

げ

る
。
資
本
提
携

す
る
富
士
重
工
業
が
既
に
Ｅ

Ｖ
を
市
販
、
走
行
デ
ー
タ
な

ど
を
蓄
積
し
て
お
り
、
次
世

代
Ｅ
Ｖ
の
共
同
開
発
を
検
討

中
だ
。

ホ
ン
ダ
も
新
型
Ｅ
Ｖ
「
Ｅ

Ｖ
｜
Ｎ
」
を
出
展
。
全
長
２

・
８
㍍
、
軽
自
動
車
並
み
の

箱
形
デ
ザ
イ
ン
。
前
部
の
電

光
表
示
で
、
歩
行
者
や
自
転

車
に
道
を
譲
る
意
思
を
伝
え

る
機
能
も
付
加
。

同
社
は
２
月
、
Ｈ
Ｖ
車「
イ

ン
サ
イ
ト
」
を
発
売
。
エ
コ

カ
ー
戦
略
で
は
当
面
Ｈ
Ｖ
を

軸
に
す
る
が
、
Ｅ
Ｖ
の
実
用

化
を
急
ぐ
。

三
菱
自
動
車
と
ス
ズ
キ
の

目
玉
は
家
庭
で
も
充
電
で
き

る
Ｐ
Ｈ
Ｖ
。
近
距
離
な
ら
Ｅ

Ｖ
で
走
行
、
電
池
残
量
が
少

な
く
な
れ
ば
エ
ン
ジ
ン
が
始

動
し
て
電
気
を
供
給
、
Ｅ
Ｖ

と
異
な
り
電
池
切
れ
の
心
配

が
無
い
の
が
特
徴
だ
。

三
菱
自
の
Ｐ
Ｈ
Ｖ
「
Ｐ
Ｘ

｜
Ｍ
ｉ
Ｅ
Ｖ
」
は
ス
ポ
ー
ツ

タ
イ
プ
多
目
的
車
が
ベ
ー

ス
。
燃
費
は
ガ
ソ
リ
ン
１
㍑

当
た
り
５０
㌔
以
上
。
街
で
は

モ
ー
タ
ー
、
高
速
道
路
で
は

エ
ン
ジ
ン
併
用
に
替
わ
る
。

同
社
は
７
月
、
世
界
初
の

量
産
型
Ｅ
Ｖ
「
ｉ
｜
Ｍ
ｉ
Ｅ

Ｖ
」
を
発
売
。
エ
コ
カ
ー
拡

大
の
た
め
１３
年
度
ま
で
に
Ｐ

Ｈ
Ｖ
も
発
売
す
る
。

ス
ズ
キ
の
Ｐ
Ｈ
Ｖ
は
、
小

型
車
「
ス
イ
フ
ト
」
が
ベ
ー

ス
。
Ｅ
Ｖ
と
し
て
の
走
行
距

離
は
２０
㌔
だ
が
、
５
人
乗
り

の
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
。

富
士
重
は
同
社
初
の
Ｈ
Ｖ

「
ス
バ
ル

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

ツ
ア
ラ
ー

コ
ン
セ
プ

ト
」
。
排
気
量
２
・
０
㍑
の

エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
四
輪

駆
動
。
ガ
ソ
リ
ン
車
に
比
べ

燃
費
を
５
割
向
上
さ
せ
た
。

日
産
自
動
車
は
２
人
乗
り

Ｅ
Ｖ
「
ラ
ン
ド
グ
ラ
イ
ダ

ー
」
。
幅
１
・
１
㍍
と
軽
自

動
車
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
。「
空

を
飛
ぶ
感
覚
」
を
自
負
、
カ

ー
ブ
で
バ
イ
ク
の
よ
う
に
車

体
が
傾
く
。
１０
年
秋
に
日
米

欧
で
発
売
の
Ｅ
Ｖ
「
リ
ー

フ
」
も
公
開
。
Ｅ
Ｖ
で
先
行

し
た
日
産
の
ゴ
ー
ン
社
長
は

「
世
界
中
の
政

府
や
都
市
か
ら

支
援
申
し
入
れ

が
あ
る
」
と
、

「
リ
ー
フ
」
の

世
界
販
売
を
、

１２
年
に
２０
万
台

に
拡
大
す
る
。

ダ
イ
ハ
ツ
工

業
も
ガ
ソ
リ
ン

１
㍑
当
た
り
３０

㌔
走
れ
る
Ｈ
Ｖ

並
み
の
軽
自
動

車
「
ｅ
：
Ｓ（
イ

ー
ス
）
」
を
発
表
。
ア
イ
ド

リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
機
能
を
搭

載
し
た
。

地
球
温
暖
化
を
受
け
、
世

界
的
に
排
ガ
ス
を
出
さ
な
い

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
」

へ
の
要
請
は
強
く
、
Ｅ
Ｖ
や

燃
料
電
池
車
な
ど
、
最
先
端

技
術
を
一
同
に
集
め
た
モ
ー

タ
ー
シ
ョ
ー
に
な
る
。

越
後
妻
有
と
は
、
新
潟
県
南
部

の
十
日
町
市
と
津
南
町
を
含
む
地

域
を
指
す
言
葉
で
あ
る
。
妻
有
は

詰
ま
り
の
当
て
字
で
、
行
き
止
ま

り
の
地
域
を
意
味
し
て
い
る
よ
う

だ
。典

型
的
な
豪
雪
地
帯
で
あ
り
、

い
わ
ゆ
る
中
山
間
地
域
、
過
疎
地

域
で
も
あ
る
。

私
も
何
度
か
訪
れ
た
こ
と
が
あ

る
が
、
一
度
は
冬
に
訪
れ
、
そ
の

雪
の
深
さ
に
は
本
当
に
驚
い
た
も

の
だ
。
そ
の
か
わ
り
春
か
ら
夏
に

か
け
て
は
、
ま
さ
に
緑
の
躍
動
が

感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
季
節
に

な
る
。

こ
の
妻
有
地
域
で
２
０
０
０
年

か
ら
越
後
妻
有
ア
ー
ト
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
と
い
う
、
大
地
を
舞
台
に

し
た
芸
術
祭
が
３
年
に
１
回
開
か

れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
年
が
４
回

目
に
な
っ
て
い
る
。

ベ
ネ
ッ
セ
グ
ル
ー
プ
の
福
武
総

一
郎
氏
が
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

を
務
め
、
資
金
的
に
も
協
賛
し
て

い
る
が
、
私
は
福
武
学
術
文
化
振

興
財
団
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
先
日
財
団
の
関
係

者
と
一
緒
に
１
泊
２
日
で
見
学
に

行
っ
て
き
た
。

「
大
地
の
芸
術
祭
」
の
言
葉
ど

お
り
、
美
し
い
森
や
川
、
棚
田
も

広
が
る
７
６
０
平
方
㌔
㍍
の
地
域

で
、
集
落
や
田
ん
ぼ
に
、
ま
た
廃

校
や
空
家
も
活
用
し
な
が
ら
、
多

く
の
芸
術
家
が
思
い
思
い
に
約
３

７
０
点
の
ア
ー
ト
を
展
開
し
て
い

る
。広

大
な
地
域
に
広
が
っ
て
い
る

た
め
マ
イ
カ
ー
で
回
る
か
、
団
体

の
ツ
ア
ー
で
な
い
と
な
か
な
か
効

率
的
に
は
見
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
我
々
も
バ
ス
で
２
日
が
か
り

で
見
た
の
は
２０
カ
所
く
ら
い
だ
っ

た
だ
ろ
う
か
。

そ
れ
で
も
、
実
り
の
時
期
を
迎

え
た
棚
田
の
稲
を
背
景
に
広
が
る

数
々
の
ア
ー
ト
は
、
素
晴
ら
し
い

も
の
だ
っ
た
。

第
１
回
目
の
開
催
が
実
現
す
る

ま
で
に
は
、
地
元
関
係
者
と
の
間

で
い
ろ
い
ろ
難
し
い
問
題
も
あ
っ

た
よ
う
だ
が
、
関
係
者
の
粘
り
強

い
努
力
で
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
、
４

回
目
の
今
回
は
か
な
り
成
熟
し
て

き
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
地
域
振

興
の
面
で
も
大
き
な
効
果
が
あ
っ

た
の
は
事
実
だ
。

２
０
１
０
年
か
ら
は
同
じ
福

武
、
北
川
フ
ラ
ム
両
氏
が
中
心
と

な
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
が
開
催

さ
れ
る
と
い
う
。
里
山
と
内
海
を

代
表
す
る
両
祭
典
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
特
徴
を
出
し
な
が
ら
、
今
後
ど

の
よ
う
に
発
展
し
て
い
く
か
、
期

待
し
た
い
。

地
球
温
暖
化
を
受
け
新
政
権
が
Ｃ
Ｏ
２

大
幅
削
減
を
打
ち
出
し
た
中
、
日
本
自
動

車
工
業
会
は
１０
月
２４
日
か
ら
１１
月
４
日
ま
で
「
第
４１
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０

０
９
」
を
千
葉
市
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
す
る
。
業
績
悪
化
に
あ
え
ぐ
海
外
メ
ー
カ

ー
が
参
加
を
控
え
、
出
展
は
前
回
０７
年
の
２
４
１
社
か
ら
１
０
８
社
に
半
減
。
日
本

の
自
動
車
市
場
浮
揚
の
鍵
を
握
る
の
が
次
世
代
の
切
り
札
「
エ
コ
カ
ー
」
。
各
社
と

も
最
先
端
技
術
を
披
露
。
エ
コ
カ
ー
見
本
市
さ
な
が
ら
の
技
術
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

と
な
り
、
自
動
車
産
業
の
目
指
す
方
向
性
が
窺
え
る
。

道
路
騒
音
対
策
と
い
え
ば

ま
ず
遮
音
壁
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
が
、
遮
音
壁
以
上
に
普

及
し
て
い
る
対
策
が
あ
り
ま

す
。
あ
ま
り
目
立
ち
ま
せ
ん

が
、
道
路
騒
音
を
小
さ
く
す

る
た
め
の
舗
装
で
す
。
そ
れ

は
ど
の
よ
う
な
舗
装
で
、
ど

れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

あ
る
人
は
こ
の
舗
装
を

「
高
機
能
」
と
呼
び
、
ま
た

あ
る
人
は
「
低
騒
音
」
と
呼

び
、
ま
た
別
の
人
は
「
排
水

性
」
な
ど
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
機
能
に
ち
な
ん
だ
い
ろ

い
ろ
な
名
前
で
呼
ば
れ
て
い

る
こ
の
舗
装
と
は
、
ど
の
よ

う
な
も
の
な
の
で
し
ょ
う

か
、写
真
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
は
通
常
の
舗
装
で
す
。

下
の
舗
装
は
上
の
も
の
よ
り

も
キ
メ
が
粗
く
、
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
た
感
じ
に
見
え
ま
す
。
こ

の
下
の
舗
装
、
形
状
に
よ
る

名
称
を
開
粒
度
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
と
い

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
骨
材
の

間
に
隙
間
が
あ
る
舗
装
で

す
。

こ
の
舗
装
が
多
様
な
機
能

を
有
す
る
カ
ギ
は
、
こ
の
隙

間
に
あ
り
ま
す
。
隙
間
が
水

を
通
し
、
空
気
を
逃
が
す
こ

と
に
よ
り
多
様
な
機
能
を
発

揮
す
る
の
で
す
。

そ
の
一
つ
が
騒
音
低
減
機

能
で
す
。
こ
の
隙
間
が
タ
イ

ヤ
と
路
面
に
よ
り
発
生
す
る

騒
音
（
タ
イ
ヤ
路
面
音
と
い

う
）
を
小
さ
く
し
た
り
∥
図

参
照
∥
音
を
吸
収
し
た
り
し

ま
す
。

自
動
車
の
騒
音
と
い
え
ば

エ
ン
ジ
ン
の
音
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
こ
の
タ
イ
ヤ
路
面

音
を
侮
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
な
ぜ
な
ら
、
乗
用
車
で

は
こ
の
騒
音
が
巡
航
走
行
時

の
騒
音
の
７
～
８
割
を
占
め

る
か
ら
で
す
。
こ
の
舗
装
に

よ
っ
て
、
路
側
の
騒
音
は
約

３
デ
シ
ベ
ル
下
が
り
ま
す
。

た
っ
た
３
デ
シ
ベ
ル
と
思
わ

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

こ
れ
は
交
通
量
が
半
分
に
な

っ
た
こ
と
に
相
当
し
ま
す
。

沿
道
の
環
境
を
良
く
す
る

た
め
、
普
段
注
目
さ
れ
な
い

舗
装
に
も
対
策
が
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
折
角
の
対
策
が
水

泡
に
帰
さ
ぬ
よ
う
、
大
き
な

音
を
出
す
よ
う
不
法
に
改
造

さ
れ
た
車
に
乗
ら
な
い
な
ど

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

次
第
で
す
。

（
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所
道
路
研
究
部
道
路
研
究
官

・
並
河
良
治
）

図
‥
通
常
（
上
）
の
舗
装
で

は
、
タ
イ
ヤ
と
舗
装
の
間
の

空
気
が
圧
縮
さ
れ
て
騒
音
が

発
生
す
る
。
開
粒
度
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
（
下
）
で
は
、

タ
イ
ヤ
と
舗
装
の
間
の
空
気

は
舗
装
内
側
に
も
抜
け
る
の

で
音
が
小
さ
く
な
る
。

日
産
ラ
ン
ド
グ
ラ
イ
ダ
ー

「
第
４１
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
２
０
０
９
」

改善

「クルマを楽しむ、地球と楽しむ」

沿道騒音

舗装で

前回２００７年のモーターショー会場

「車の進化体感を」

骨
材
の
隙
間
が
効
果

本田技研ＥＶ－Ｎ

「楽しさと環境の両立」

１０
月
２４
日
か
ら

１１
月
４
日
ま
で

海
外
組
控
え
半
減
も
１
０
８
社
出
展

ト
ヨ
タ
Ｆ
Ｔ
｜
Ｅ
Ｖ
２

写
真
‥
舗
装
の
表
面
形
状

（
上
‥
通
常
の
舗
装
、
下
‥
開
粒
度
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
）

国民生活センター顧問

糠谷 真平

越
後
妻
有
・
大
地
の
芸
術
祭
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級
の
高
峰
を
３０
以
上
も
数
え

る
南
ア
ル
プ
ス
が
東
に
、
西

側
に
も
中
央
ア
ル
プ
ス
が
圧

倒
的
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
広
が

る
信
州
・
伊
那
谷
。
原
生
林

が
残
り
高
山
植
物
や
野
生
生

物
の
宝
庫
で
も
あ
る
南
ア
ル

プ
ス
は
、
世
界
遺
産
登
録
運

動
も
進
む
。
豊
か
な
自
然
に

恵
ま
れ
た
伊
那
市
が
、
市
立

公
園
に
隣
接
す
る
民
有
林
約

６０
㌶
を
少
し
ず
つ
買
い
上

げ
、
森
を
楽
し
み
た
い
市
民

に
開
放
し
て
い
る
と
い
う
話

は
、
大
都
市
住
民
向
け
施
策

み
た
い
で
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
意

外
な
感
も
あ
る
。

こ
の
夏
、
そ
の
「
ま
す
み

が
丘
平
地
林
」
で
、
同
市
周

辺
Ｎ
Ｐ
Ｏ
６
団
体
の
組
織
す

る
「
伊
那
谷
森
と
人
を
結
ぶ

協
議
会
」
が
市
民
を
誘
い
実

施
し
て
い
る
、
森
を
楽
し
む

活
動
を
の
ぞ
い
て
み
た
。

セ
ミ
し
ぐ
れ
の
降
り
注
ぐ

ア
カ
マ
ツ
、
ヒ
ノ
キ
、
サ
ワ

ラ
な
ど
の
林
間
。
１０
人
ほ
ど

の
男
女
が
木
の
土
台
に
板
を

敷
き
並
べ
、
思
い
思
い
に
電

動
工
具
を
操
作
し
て
い
た
。

「
緑
の
募
金
」
を
運
営
す
る

社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機

構
の
助
成
を
受
け

た
活
動
の
一
つ
。

こ
の
日
は
間
伐
材

を
活
用
し
、
催
し

物
用
な
ど
多
目
的

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を

製
作
す
る
と
の
こ

と
だ
。

毎
月
１
回
、
４

回
全
参
加
と
い
う

鈴
木
康
夫
さ
ん

（
７２
）は
、
慣
れ
た

手
つ
き
で
ク
ギ
を

打
ち
な
が
ら
「
景

色
も
空
気
も
き
れ

い
な
伊
那
の
森
の

中
で
働
く
の
っ

て
、
ホ
ン
ト
に
気

持
ち
い
い
で
す

よ
」。元

々
の
市
民
で
は
な
く
、

商
社
を
定
年
退
職
し
た
１４
年

前
、
好
き
な
絵
を
描
く
の
に

最
適
な
環
境
と
魅
せ
ら
れ
、

東
京
か
ら
移
り
住
ん
だ
。
ロ

グ
ハ
ウ
ス
に
ま
き
ス
ト
ー
ブ

の
エ
コ
ラ
イ
フ
も
実
践
中
な

の
で
、
木
切
れ
も
手
に
入
る

森
仕
事
は
あ
り
が
た
い
。

こ
の
活
動
、
独
自
の
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
」
取

り
入
れ
で
も
注
目
さ
れ
る
。

間
伐
や
下
草
刈
り
な
ど
で
森

の
た
め
に
な
る
こ
と
を
し
た

ら
３
ポ
イ
ン
ト
、
森
林
浴
や

自
然
観
察
会
な
ど
自
分
の
心

身
に
い
い
こ
と
に

は
１
ポ
イ
ン
ト
。

１５
ポ
イ
ン
ト
で
地

域
の
温
泉
入
浴
券

か
、
ま
き
１
束
と

交
換
し
て
く
れ

る
。こ

の
日
の
世
話

役
を
務
め
て
い
た

同
会
副
代
表
で
、

森
に
か
か
わ
る
著

作
や
講
演
に
飛
び

回
る
作
家
、
浜
田

久
美
子
さ
ん（
４８
）

の
発
案
だ
。

「
一
種
の
地
域

マ
ネ
ー
で
す
。
森

は
地
域
振
興
や
地

球
環
境
に
も
自
分

に
も
い
い
う
え
、

も
う
一
つ
オ
マ
ケ
も
あ
る
と

ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の
人
に

森
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
た
い
」。

森
へ
の
熱
中
ぶ
り
を
語
る

が
、
埼
玉
で
精
神
科
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
を
し
て
い
た
こ
ろ
は

森
の
こ
と
な
ど
ま
る
で
知
ら

な
か
っ
た
。
結
婚
を
機
に
大

学
院
で
勉
強
し
直
し
て
い
る

う
ち
、
進
路
に
迷
っ
て
う
つ

状
態
に
な
り
ご
主
人
と
奥
多

摩
へ
キ
ャ
ン
プ
に
。
吸
い
寄

せ
ら
れ
る
よ
う
に
木
に
抱
き

つ
い
た
と
た
ん
気
持
ち
よ
く

な
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

「
山
仕
事
は
楽
し
く
誰
で

も
学
べ
る
」
と
提
唱
す
る
元

信
州
大
農
学
部
教
授
の
島
崎

洋
路
氏
が
、
伊
那
市
の
電
子

部
品
メ
ー
カ
ー
と
始
め
た
森

林
塾
に
５
年
間
通
っ
た
あ
げ

く
、
伊
那
に
セ
カ
ン
ド
ハ
ウ

ス
を
建
て
、
助
け
て
も
ら
っ

た
森
に
お
返
し
す
る
活
動
に

の
め
り
込
ん
だ
。

こ
の
日
の
指
導
役
、
上
伊

那
森
林
組
合
の
藤
原
祥
雄
さ

ん
（
４２
）
も
新
潟
県
人
。
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ツ
ア
ー

ガ
イ
ド
を
辞
め
、
こ
の
森
林

塾
で
出
直
す
た
め
Ｉ
タ
ー
ン

し
て
き
た
一
人
だ
。

こ
の
日
参
加
で
き
な
か
っ

た
同
会
代
表
の
稲
辺
謙
次
郎

さ
ん（
６４
）も
、
東
京
の
ア
パ

レ
ル
メ
ー
カ
ー
勤
め
の
合
い

間
に
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
研
修
を
受
け
、
伊
那
市
の

花
、「
高
遠
の
桜
」の
桜
守
に

転
身
し
た
と
か
。
同
協
議
会

の
結
成
は
そ
も
そ
も
荒
廃
の

進
む
日
本
の
森
再
生
に
は
、

工
業
化
以
来
希
薄
に
な
っ
た

昔
か
ら
の
森
と
人
と
の
共
生

を
取
り
戻
す
の
が
基
本
、
と

気
付
い
た
か
ら
と
い
う
。

こ
こ
を
拠
点
に
今
、
こ
の

地
に
魅
せ
ら
れ
た
移
住
者
ら

の
手
で
、
森
に
親
し
む
市
民

活
動
が
活
発
化
し
て
き
た
の

は
、
先
人
た
ち
が
守
り
伝
え

て
き
た
こ
の
地
な
ら
で
は
の

自
然
力
と
、
大
き
な
時
の
流

れ
の
帰
結
で
も
あ
ろ
う
。

３

間伐材を活用する木工教室も開かれる

山菜などを使った森の中の料理教室

も、森を楽しむ活動の人気メニュー

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
づ
く
り
に
挑
戦
中
の
浜
田
さ
ん
（
左
端
）
と
鈴
木
さ
ん
（
右
端
）
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奈
良
県
と
阪
神
高
速
道
路

会
社
は
こ
の
ほ
ど
、
平
城
遷

都
１
３
０
０
年
祭
で
Ｅ
Ｔ
Ｃ

を
利
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
向
上

の
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

具
体
的
に
は
１
３
０
０
年

祭
の
期
間
中
、
奈
良
県
が
実

施
す
る
「
パ
ー
ク
＆
バ
ス
ラ

イ
ド
」
の
利
用
促
進
に
よ
る

渋
滞
対
策
、
自
動
車
観
光
客

に
対
す
る
観
光
情
報
の
提

供
、
１
３
０
０
年
祭
に
関
す

る
広
報
で
の
連
携
を
挙
げ

る
。

交
通
対
策
の

動

き

充

実

実
施
に
は
、
阪
神
高
速
道

路
会
社
が
運
用
す
る
「
ま
ち

か
ど
ｅ
サ
ー
ビ
ス
」
の
技
術

を
活
用
。
県
が
設
け
る
平
城

宮
跡
駐
車
場
（
奈
良
西
）
と

第
二
阪
奈
有
料
道
路
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
利
用
者
に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
ポ
イ

ン
ト
を
付
与
し
た
り
、
観
光

情
報
の
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
を
行
う
。

祭
の
主
会
場
と
な
る
平
城

宮
跡
と
同
駐
車
場
を
結
ぶ
パ

ー
ク
＆
バ
ス
ラ
イ
ド
を
利
用

し
た
後
、
第
二
阪
奈
有
料
道

路
で
大
阪
方
面
へ
帰
る
観
光

客
を
対
象
と
し
、
来
年
４
月

か
ら
実
施
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
に
は
会
員
登
録

が
必
要
で
、
１０
月
下
旬
か
ら

会
員
を
募
集
す
る
。

３０
年
ほ
ど
前
、
日
本
の
友
人

に
一
緒
に
帰
省
し
な
い
か
と
誘

わ
れ
ま
し
た
。
奥
様
の
実
家
が

三
重
県
に
あ
っ
て
、
お
寺
だ
か

ら
部
屋
は
あ
る
、
被
写
体
に
も

事
欠
か
な
い
と
い
い
ま
す
。
彼

と
は
趣
味
の
カ
メ
ラ
が
き
っ
か

け
で
知
り
合
い
、
当
時
私
は
日

本
で
一
人
暮
ら
し
。
厚
意
に
甘

え
、
夏
の
家
族
旅
行
に
同
行
さ

せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

着
い
た
日
は
あ
い
さ
つ
だ
け

で
、
翌
日
、
奥
様
の
ご
家
族
と

本
堂
で
い
ろ
い
ろ
話
を
し
ま
し

た
。
仏
教
は
イ
ン
ド
で
始
ま
っ

た
も
の
で
す
か

ら
、
道
具
類
は

私
に
も
見
覚
え

が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
ド
と
は
デ

ザ
イ
ン
や
大
き
さ
が
少
し
違
う

と
か
、
イ
ン
ド
で
は
真
鍮
製
で

す
が
日
本
で
は
材
質
は
何
で
す

か
と
か
、
見
た
り
聞
い
た
り
写

真
に
撮
っ
て
い
る
う
ち
に
奥
様

の
お
父
様
も
打
ち
解
け
、
夕
食

後
に
切
り
出
す
ん
で
す
ね
、「
実

は
う
ち
の
先
祖
は
イ
ン
ド
の
人

な
ん
で
す
」
と
。

び
っ
く
り
し
て
話
を
う
か
が

う
と
、
約
１
３
０
０
年
前
、
東

大
寺
を
造
る
と
き
に
イ
ン
ド
か

ら
た
く
さ
ん
の
人
々
が
や
っ
て

来
た
。
お
坊
さ
ん
だ
け
で
な
く

建
築
士
や
鍛
冶
屋
、
鋳
物
屋
、

材
木
屋
、
じ
ゅ
う
た
ん
職
人
な

ど
物
づ
く
り
の
技
能
を
持
つ
人

々
が
一
緒
に
来
て
、
日
本
に
例

の
な
い
大
き
な
寺
院
、
大
き
な

仏
像
を
造
営
し
た
と
い
う
ん
で

す
。
そ
こ
の
ご
先
祖
は
山
で
伐

採
し
た
木
を
奈
良
ま
で
運
ぶ
仕

事
に
携
わ
り
、
裏
付
け
と
な
る

資
料
も
残
っ
て
い
ま
し
た
。

イ
ン
ド
か
ら
東
南
ア
ジ
ア
に

か
け
て
は
海
の
道
が
開
け
、
黒

潮
に
乗
っ
て
日
本
列
島
ま
で
通

じ
て
い
ま
し
た
。
仏
教
を
伝
え

る
人
々
が
海
の
道
で
移
動
し
て

い
た
こ
と
は
私
も
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
日
本
で
こ
れ
ほ
ど
具

体
的
な
ケ
ー
ス
に
出
く
わ
す
と

は
今
振
り
返
っ
て
も
本
当
に
不

思
議
で
す
。

イ
ン
ド
か
ら
来
た
人
は
日
本

は
住
み
や
す
い
と
言
い
ま
す
。

女
性
に
聞
く
と
、
言
葉
は
わ
か

ら
な
く
て
も
目
と
目
が
合
っ
た

と
き
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
て

安
心
感
が
あ
る
そ
う
で
す
。

イ
ン
ド
に
は
あ
る
時
代
か
ら

イ
ス
ラ
ム
が
入
っ
て
来
た
の
で

日
本
の
方
に
は
全
然
違
っ
て
見

え
る
で
し
ょ
う
が
、
私
に
は
イ

ス
ラ
ム
の
影
響
を
受
け
る
前
の

１
２
０
０
年
前
の
イ
ン
ド
の
姿

が
日
本
に
あ
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。妻

と
赤
ん
坊
の
私
た
ち
家
族

が
こ
こ
（
東
京
・
西
葛
西
）
に

住
み
始
め
た
と
き
、
地
元
の
方

々
は
と
て
も
優
し
か
っ
た
。
そ

っ
と
し
て
お
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。
日
本
の
言
葉
や
習
慣
が
わ

か
ら
な
い
私
た
ち
を
見
守
り
、

私
た
ち
の
成
長
に
合
わ
せ
て
ア

ド
バ
イ
ス
を
く
れ

る
。
そ
れ
が
良
か

っ
た
ん
で
す
ね
。

成
長
す
る
前
に
大
き
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
う
と
つ
ぶ
れ
て
し

ま
う
。
時
間
を
か
け
て
私
た
ち

を
理
解
し
て
く
れ
ま
し
た
。

少
子
化
と
長
寿
高
齢
化
が
急

速
に
進
ん
で
社
会
保
険
が
も
た

な
い
、
年
金
が
続
か
な
い
と
日

本
の
社
会
は
不
安
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
世
界
一
貯
蓄
し
て
い
る

国
民
で
す
よ
。
で
も
実
感
が
な

い
。
支
え
に
な
る
の
は
お
金
で

は
な
い
、
人
間
で
す
。
心
の
余

裕
で
す
。
同
性
で
も
異
性
で
も

年
上
で
も
年
下
で
も
、
友
が
い

る
か
ど
う
か
。
そ
う
思
い
ま
せ

ん
か
。

２
０
１
０
年
の
平
城
遷
都
１
３
０
０
年
祭
に
向
け
、
奈
良
県
は
交
通
渋
滞
対
策
と
し

て
阪
神
高
速
道
路
会
社
と
Ｅ
Ｔ
Ｃ
活
用
の
協
定
を
締
結
す
る
な
ど
、
県
民
や
観
光
客
へ

の
サ
ー
ビ
ス
向
上
策
を
進
め
て
い
る
。
奈
良
は
平
城
京
の
昔
か
ら
国
際
都
市
。
代
表
的

ス
ポ
ッ
ト
「
大
仏
」
も
開
眼
法
要
は
イ
ン
ド
僧
が
務
め
る
な
ど
国
際
交
流
の
賜
物
だ
っ

た
。
県
の
最
近
の
動
き
を
紹
介
し
改
め
て
世
界
遺
産
の
往
時
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

平
城
京
の
完
成
は
７
１
０

年
。
聖
武
天
皇
は
国
際
都
市

・
平
城
京
の
建
設
と
大
仏
建

立
に
は
、
進
ん
だ
文
化
と
技

術
を
持
つ
新
羅
や
渤
海
、

唐
、
ペ
ル
シ
ャ
、
イ
ン
ド
、

チ
ャ
ン
パ
（
南
ベ
ト
ナ
ム
）

な
ど
中
央
ア
ジ
ア
や
東
ア
ジ

ア
か
ら
の
渡
来
人
の
力
に
期

待
を
寄
せ
た
。
７
４
１
年
、

聖
武
天
皇
は
全
国
に
国
分
寺

の
建
立
を
発
願
、
東
大
寺
を

創
建
し
盧
舎
那
仏
を
建
造
す

る
こ
と
に
し
た
。

大
仏
建
造
の
立
役
者
行
基

は
詔
が
出
さ
れ
る
と
、
熱
心

に
勧
進
を
始
め
た
。
行
基
の

父
は
百
済
系
渡
来
氏
族
の
末

裔
西
文
氏
（
か
わ
ち
の
あ
や

し
）
一
族
と
さ
れ
る
。
行
基

が
大
仏
建
立
に
積
極
的
だ
っ

た
の
は
、
師
の
道
昭
が
６
５

３
年
、
遣
唐
使
と
し
て
渡
っ

た
時
「
西
遊
記
」
の
モ
デ
ル

玄
奘
か
ら
直
接
教
え
を
受
け

た
た
め
と
い
う
。
道
昭
は
帰

国
後
、
玄
奘
が
イ
ン
ド
ヘ
の

旅
で
拝
し
た
大
仏
の
話
を
、

行
基
ら
弟
子
に
語
っ
た
と
い

わ
れ
、
玄
奘
の
話
が
影
響
を

与
え
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

大
き
な
金
銅
仏
を
造
る
の

は
日
本
初
の
試
み
で
、
仏
師

た
ち
は
戸
惑
っ
た
。
そ
の
時

「
よ
い
方
法
が
あ
る
」
と
仏

師
の
国
君
麻
呂
（
後
の
国
中

連
公
麻
呂
）
が
名
乗
り
出
て

図
面
を
ひ
き
、
模
型
の
ひ
な

形
を
作
っ
た
。
造
仏
長
官
に

な
っ
た
国
君
麻
呂
は
百
済
滅

亡
時
に
亡
命
し
た
国
骨
富

（
こ
く
こ
つ
ふ
）
の
孫
で
、

百
済
王
家
の
故
国
に
お
け
る

家
来
筋
だ
っ
た
。

７
４
９
年
、
国
家
の
威
信

を
か
け
た
本
体
の
鋳
造
は
終

わ
っ
た
が
、
鍍
金
す
る
黄
金

が
不
足
。
み
ち
の
く
の
陸
奥

守
だ
っ
た
百
済
王
敬
福
は
陸

奥
国
小
田
郡
で
発
見
し
た
黄

金
九
百
両
を
献
上
、
聖
武
天

皇
を
大
い
に
喜
ば
せ
た
。

大
仏
開
眼
供
養
は
７
５
２

年
（
天
平
勝
宝
４
）
春
、
盛

大
に
行
わ
れ
た
。
導
師
は
イ

ン
ド
出
身

の

僧
、
菩
提
僊
那

（
ぼ
だ
い
せ
ん

な
）
で
あ
る
。

正
倉
院
に
残
る

記
録
に
よ
る
と

菩
提
僊
那
（
ボ

ー
デ
ィ
セ

ー

ナ
）
は
中
国
に

渡
り
日
本
の
強

い
要
請
で
来
日

し
た
。
僊
那
僧

正
は
聖
武

天

皇
、
行
基
、
良

弁
（
ろ
う
べ
ん
）
と
と
も
に

東
大
寺
「
四
聖
」
に
称
え
ら

れ
る
。

菩
提
僊
那
の
姓
は
バ
ー
ラ

ー
ド
ヴ
ァ
ー
ジ
ャ
（
婆
羅
門

遅
）
。
青
年
期
に
ヒ
マ
ラ
ヤ

を
越
え
入
唐
、
長
安
の
崇
福

寺
を
拠
点
に
活
動
し
た
。
日

本
の
入
唐
僧
の
理
鏡
や
第
十

次
遣
唐
使
副
使
の
中
臣
名
代

ら
に
要
請
さ
れ
、
チ
ャ
ン
パ

出
身
の
仏
哲
ら
と
と
も
に
７

３
６
年
に
来
日
。
３
人
の
僧

は
大
宰
府
で
行
基
に
迎
え
ら

れ
平
城
京
に
入
っ
た
。

伊
賀
忍
者
で
有
名
な
三
重

県
伊
賀
市
島
ケ
原
に
観
菩
提

寺
の
正
月
堂
を
訪
ね
た
。
一

風
変
わ
っ
た
寺
だ
。
檜
皮
葺

屋
根
の
重
文
・
正
月
堂
に
至

る
庭
に
は
神
社
の
石
灯
籠
が

並
び
山
門
に
は
太
い
注
連
飾

り
が
あ
る
。
明
治
新
政
府
の

廃
仏
毀
釈
を
免
れ
た
神
仏
混

合
の
寺
院
。
７
５
１
年
、
東

大
寺
の
実
忠
和
尚
が
再
構
築

し
た
古
刹
だ
。
東
大
寺
初
代

別
当
良
弁
僧
正
の
高
弟
、
実

忠
和
尚
も
イ
ン
ド
か
ら
菩
提

僊
那
に
随
伴
し
て
入
唐
、
五

台
山
大
華
厳
寺
で
修
行
し

た
。
良
弁
は
近
江
百
済
氏
の

出
と
も
伝
え
ら
れ
る
。

実
忠
和
尚
は
東
大
寺
の
二

月
堂
で
初
め
て
修
二
会
を
行

っ
た
。
お
水
取
り
で
あ
る
。

観
菩
提
寺
の
青
山
夏
樹
住
職

は
「
お
水
取
り
は
東
大
寺
二

月
堂
に
先
駆
け
て
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
」
と
語
る
。
注
連

縄
を
飾
っ
た
本
堂
内
部
は
餅

や
鬼
を
型
取
っ
た
供
物
で
埋

ま
り
、
３３
年
ご
と
に
御
開
帳

す
る
国
重
文
の
秘
仏
、
十
一

面
観
音
像
は
ど
こ
か
イ
ン
ド

風
だ
。

唐
僧
、
鑑
真
和
上
は
渡
海

を
試
み
る
こ
と
６
回
、
１２
年

の
歳
月
を
経
て
７
５
４
年
、

日
本
に
着
き
、

大
仏
殿
前
に
設

け
ら
れ
た
わ
が

国
初
の
戒

壇

で
、
聖
武
上
皇

・
孝
謙
天
皇
ら

に
戒
を
授

け

た
。渡

来
人
の
力

を
生
か
し
た
国

際
的
な
大
仏
造

営
事
業
。
結
果

と
し
て
、
全
国

の
道
路
網
な
ど

を
発
達
さ
せ
、
奈
良
を
中
心

と
し
た
中
央
集
権
国
家
が
出

来
上
が
っ
た
。

１３００年祭におけるＥＴＣの活用イメージ

平城遷都１３００年祭へ
「マイカー」＋「バス」がお得

Ｅ
Ｔ
Ｃ
協
定
結
ぶ

奈
良
県
と

阪
神
高
速

国家の威信かけた大仏建造

造仏は百済人の子孫
大金銅仏建立 渡来人の総力を結集

開
眼
導
師
は
イ
ン
ド
僧

私の道

友
が
い
る
、
と
い
う
心
の
余
裕
支
え
に

正月にお水取りをしていますと語る青山住職

近鉄奈良駅前の平城京配置図。右は行基像

１
９
５
２
年
イ
ン
ド
・
コ
ル
カ
タ
（
旧
カ
ル
カ
ッ
タ
）
生
ま
れ
。
国
立
デ
リ
ー
大

学
経
済
学
部
卒
業
。
紅
茶
の
市
場
調
査
の
た
め
７８
年
に
来
日
。
東
京
都
江
戸
川
区

で
紅
茶
の
輸
入
販
売
会
社
と
カ
レ
ー
店
を
経
営
す
る
。
９９
年
に
会
員
３９
人
で
設
立

し
た
江
戸
川
イ
ン
ド
人
会
は
Ｉ
Ｔ
技
術
者
の
急
増
で
約
３
０
０
０
人
に
。
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て
地
元
と
の
交
流
に
努
め
、
異
文
化
と
の
共
生
に
力
を
注
ぐ
。

江
戸
川
イ
ン
ド
人
会
会
長

ジ
ャ
グ
モ
ハ
ン
・
Ｓ
・

チ
ャ
ン
ド
ラ
ニ
さ
ん
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世
界
遺
産
と
な

っ
た
高
野
山
・
熊

野
古
道
の
影
に
隠

れ
て
霞
み
が
ち
な

万
葉
の
地
、
和
歌

山
県
北
部
の
観
光

地
と
特
産
品
を
紹

介
し
ま
す
。
和
歌

山
の
産
品
と
い
え

ば
、
な
ん
と
い
っ

て
も
「
梅
干
」
と

「
み
か
ん
」
で
す

が
、
熊
野
と
同
じ

「
紀
南
」
と
呼
ば

れ
る
県
南
部
地
域
の
特
産

で
、
温
泉
地
も
南
部
に
集
中

し
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
徳
川
御
三
家

紀
州
藩
五
十
五
万
石
の
城
下

町
や
、
万
葉
人
あ
こ
が
れ
の

「
和
歌
の
浦
」
を
有
す
る
和

歌
山
市
と
、
海
南
市
を
中
心

と
す
る
「
紀
北
」
は
、
密
や

か
な
観
光
地
と
し
て
旅
人
を

静
か
に
待
っ
て
い
ま
す
。

「
紀
北
」
は
関
西
国
際
空

港
か
ら
バ
ス
で
４０
分
の
距
離

に
あ
り
な
が
ら
、
世
界
遺
産

地
へ
の
通
過
点
と
な
り
が
ち

で
す
が
、
名
所
旧
跡
ひ
し
め

く
素
晴
し
い
観
光
地
で
も
あ

り
ま
す
。

八
代
将
軍
吉
宗
か
ら
十
四

代
家
茂
ま
で
を
連
続
輩
出
し

た
「
和
歌
山
城
」
▽
関
西
の

日
光
と
呼
ば
れ
る
「
紀
州
東

照
宮
」
▽
西
国
第
二
番
の
札

所
「
紀
三
井
寺
」
▽
万
葉
集

の
歌
枕
「
和
歌
の
浦
」
や
「
磯

ノ
浦
」
▽
雛
流
し
で
知
ら
れ

る
「
淡
嶋
神
社
」
な
ど
、
観

光
す
る
場
所
に
は
事
欠
き
ま

せ
ん
。

で
は
、
紀
南
に
比
べ
産
品

は
何
が
有
名
か
と
問
わ
れ

「
和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
」
で
は

胸
を
張
れ
ま
せ
ん
。
「
桃
」

や
「
シ
ラ
ス
」
加
太
の
「
鯛
」

は
自
慢
で
す
が
、
全
国
区
で

な
い
の
が
泣
き
所
で
す
。
今

回
は
、
名
前
は
全
国
区
な
の

に
案
外
知
ら
れ
て
い
な
い
紀

北
の
産
品
を
紹
介
し
ま
す
。

有
田
地
方
で
明
治
２０
年
頃

に
誕
生
し
た
の
が
、
夏
の
風

物
詩
「
渦
巻
状
の
蚊
取
り
線

香
」
で
す
。
な
ん
と
、
日
本

家
庭
用
殺
虫
剤
工
業
会
会
員

名
簿
（
１８
社
）
の
半
数
以
上

の
所
在
地
が
紀
北
に
あ
り
、

東
京
や
大
阪
に
本
社
を
置
く

大
手
メ
ー
カ
ー
の
創
業
者
に

も
、
紀
北
出
身
者
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

数
あ
る
蚊
取
り
線
香
の
中

で
も
紹
介
し
た
い
の
が
、
現

在
も
伝
統
的
な
手
法
で
製
造

さ
れ
、
哺
乳
類
に
刺
激
の
少

な
い
天
然
除
虫
菊
（
ピ
レ
ト

リ
ン
）
を
主
成
分
と
し
た
、

無
着
色
の
蚊
取
り

線
香
「
夕
顔
」（
紀

陽
除
虫
菊
株
式
会

社
／
海
南
市

小

久
保
好
章
代
表
）

で
す
。

せ
わ
し
い
世
の

中
だ
か
ら
こ
そ
、

即
効
性
の
噴
射
式

殺
虫
剤
よ
り
自
然

に
や
さ
し
い
「
夕

顔
」
が
い
い
。
初

秋
の
夕
暮
れ
時
、

ま
っ
た
り
し
た

「
夕
顔
」
の
煙
を
肴
に
、
和

歌
の
浦
の
海
辺
に
あ
る
酒
場

「
バ
グ
ー
ス
」
（
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
で
「
最
高
」の
意
味
）

で
、
漁
火
を
見
な
が
ら
一
杯

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
和
歌
山
市
観
光
発
信
人

岩
谷
泰
幸
）

幕
末
の
江
戸
は
既
に
人
口

１
３
０
万
人
の
大
都
市
で
あ

っ
た
が
、
幕
府
の
行
政
シ
ス

テ
ム
は
多
く
の
機
能
を
「
町

役
人
制
度
」
に
依
存
し
て
い

た
。
例
え
ば
町
方
６０
万
人
弱

の
治
安
は
南
北
町
奉
行
所
に

管
轄
さ
れ
て
い
た
が
、
奉
行

所
役
人
は
与
力
と
同
心
合
わ

せ
て
２
５
０
～
３
０
０
人
位

し
か
い
な
か
っ
た
。

明
治
４
年
、
新
政
府
が
３

０
０
０
人
の
警
察
官
を
市
中

に
配
し
た
の
と
比
べ
る
と
、

江
戸
時
代
の
政
府
（
幕
府
）

の
規
模
が
分
か
る
。
こ
れ
を

補
っ
て
い
た
の
が
町
役
人
制

度
で
、
町
政
は
町
役
人
の
自

治
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

１
８
５
３
年（
嘉
永
６
年
）

の
調
べ
で
は
、
市
中
全
１
６

３
７
町
の
行
政
は
、
町
年
寄

３
人
、
名
主
２
２
０
人
、
地

主
約
１
万
４
０
０
人
、
家
主

約
１
万
６
０
０
０
人
に
委
ね

ら
れ
て
お
り
、
二
、
三
町
～

十
数
町
を
支
配
し
て
い
た
町

名
主
が
、
今
で
言
う
町
役
場

機
能
を
果
た
し
て
い
た
。

町
名
主
た
ち
は
「
町
番

組
」
と
い
う
組
合
を
作
り
、

江
戸
市
中
２３
区
域
を
行
政
単

位
と
し
て
治
め
て
い
た
。
災

害
時
の
救
済
事
業
の
拠
点
と

な
っ
た
「
町
会
所
」
も
町
番

組
が
積
立
金
を
出
し
て
運
営

し
、
震
災
報
告
も
救
恤
記
録

も
、
こ
の
町
番
組
単
位
で
ま

と
め
ら
れ
た
。
※
（
野
口
武

彦
『
安
政
江
戸
地
震
｜
災
害

と
政
治
権
力
』
よ
り
）

幕
府
、
幅
広
く

敏
速
に
救
済
活
動

当
時
の
幕
府
は
民
生
（
町

政
）
に
介
入
す
る
責
任
は
な

か
っ
た
が
飢
餓
、
火
災
、
風

水
害
、
疫
病
流
行
な
ど
の
非

常
時
（
自
然
災
害
時
）に
は
、

幕
府
は
「
公
」
と
し
て
敏
速

に
幅
広
い
人
々
を
対
象
と
し

て
救
済
活
動
を
行
い
、
安
政

江
戸
地
震
の
際
も
大
規
模
に

行
わ
れ
て
い
る
。

『
武
江
年
表
』
に
は
、「
町

会
所
よ
り
日
々
野
宿
の
貧
民

へ
握
飯
を
与
へ
ら
れ
、
又
御

救
の
小
屋
を
所
々
に
建
て
養

は
る
。
富
人
も
又
色
々
の
施

し
を
行
へ
り
」
「
十
一
月
よ

り
町
会
所
に
於
い
て
、
震
災

に
罹
り
し
貧
民
へ
御
救
米
を

分
ち
あ
た
へ
ら
る
」
と
記
録

さ
れ
て
い
る
。
「
安
政
３
年

の
大
風
災
」
の
際
も
、
「
町

会
所
よ
り
市
中
野
宿
の
貧
民

等
へ
御
救
米
銭
を
分
た
る
。

又
富
商
よ
り
も
施
行
多
し
」

と
、
幕
府
の
救
済
活
動
と
町

方
施
行
が
大
規
模
に
実
施
さ

れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
「
公
」
は
自

然
災
害
に
伴
い
改
め
て
市
井

の
人
々
に
認
識
さ
れ
、
市
井

の
人
々
は
こ
の
「
公
」
の
出

現
を
期
待
し
感
謝
し
た
。「
安

政
江
戸
地
震
」
で
の
幕
府
の

対
応
は
、
小
さ
な
政
府
で
あ

っ
て
も
、
大
規
模
な
自
然
災

害
が
発
生
し
た
場
合
、
ま
し

て
一
国
の
首
都
の
危
機
に
あ

っ
て
は
、
民
心
を
安
ん
じ
る

た
め
政
府
が
積
極
的
に
介
入

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

を
改
め
て
教
え
て
く
れ
る
。

国
土
は
軟
弱
地
盤

巨
大
地
震
が
頻
発

「
安
政
江
戸
地
震
」
の
被

害
の
程
度
や
内
容
を
整
理
す

る
と
、
改
め
て
見
え
て
く
る

こ
と
が
あ
る
。
江
戸
の
西

郊
、
新
宿
、
渋
谷
、
目
黒
、

麻
布
な
ど
山
手
方
面
で
は
被

害
が
小
さ
く
、
深
川
、本
所
、

吉
原
、
浅
草
な
ど
低
地
部
の

被
害
は
甚
大
で
あ
っ
た
。

山
手
方
面
以
外
で
も
、
日

本
橋
、
京
橋
、
銀
座
と
い
っ

た
江
戸
中
心
部
の
被
害
は
少

な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と

は
、
町
番
組
ご
と
の
被
災
者

数
（
死
者
数
）
を
比
較
す
る

と
更
に
明
確
に
な
る
。

『
武
江
年
表
』
の
筆
者
・

斎
藤
月
岑
は
十
一
番
組
（
内

神
田
辺
）
を
束
ね
る
町
名
主

だ
っ
た
。
彼
が
別
に
ま
と
め

た
公
式
町
方
記
録
『
武
江
地

動
の
記
』
第
二
回
書
上
げ
に

よ
る
と
、
死
者
が
多
い
の
は

三
番
組
（
浅
草
）
の
５
７
８

人
、
十
三
番
組
（
湯
島
・
下

谷
辺
）
の
３
６
６
人
、
十
六

番
組
（
本
所
南
部
）
の
３
８

４
人
、
十
七
番
組
（
深
川
）

の
１
１
８
６
人
、
十
八
番
組

（
本
所
北
部
）の
４
７
４
人
、

番
外
・
吉
原
の
６
３
０
人
で
、

こ
れ
ら
の
地
区
は
他
地
区
に

比
べ
被
害
は
桁
外
れ
に
大
き

い
。
い
ず
れ
も
隅
田
川
沿
い

か
、
昔
の
沼
沢
の
痕
跡
を
と

ど
め
る
低
湿
地
で
あ
る
。

一
方
、
死
者
が
少
な
い
の

は
四
番
組
（
日
本
橋
南
）
１７

人
、
五
番
組
（
京
橋
北
）
２９

人
、
六
番
組
（
銀
座
辺
）
５

人
、
九
番
組
（
芝
白
銀
辺
）

１８
人
、
十
番
組
（
麻
布
辺
）

１０
人
、
十
二
番
組（
本
郷
辺
）

２４
人
、
十
九
番
組
（
渋
谷
・

目
黒
辺
）
０
人
、
二
十
番
組

（
新
宿
・
高
田
辺
）
５
人
と

い
っ
た
地
区
で
、
こ
れ
ら
の

地
区
は
、
武
蔵
野
台
地
や
江

戸
前
島
（
日
本
橋
台
地
）
の

上
に
位
置
し
て
い
た
。

被
害
の
大
小
は
、
町
人
地

だ
け
で
な
く
武
家
地
で
も
象

徴
的
だ
っ
た
。
御
曲
輪
内
、

江
戸
城
外
郭
の
要
の
位
置
に

あ
る
地
域
（
丸
の
内
ビ
ジ
ネ

ス
街
・
皇
居
前
広
場
一
帯
）

は
、
老
中
や
若
年
寄
な
ど
幕

閣
ク
ラ
ス
の
譜
代
大
名
の
屋

敷
が
並
ん
で
い
た
が
、
大
手

前
の
西
側
、
西
丸
下
の
東

側
、
大
名
小
路
の
西
側
な
ど

江
戸
城
内
堀
沿
い
の
区
画
に

あ
っ
た
、
老
中
阿
部
伊
勢
守

邸
、
老
中
内
藤
紀
伊
守
邸
、

老
中
牧
野
越
前
守
邸
、
会
津

藩
松
平
肥
後
守
邸
な
ど
が
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

こ
う
し
た
区
画
は
、
家
康

公
が
入
国
し
た
当
時
の
地
勢

で
は
、
日
比
谷
入
江
の
最
奥

部
で
、
入
江
に
流
れ
込
む
平

川
の
低
湿
地
だ
っ
た
と
こ
ろ

だ
。
安
政
江
戸
地
震
は
、
洪

積
台
地
と
沖
積
低
地
、
そ
し

て
入
江
と
い
う
、
長
く
忘
れ

ら
れ
て
い
た
地
層
年
代
史
を

蘇
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

欧
州
の
大
都
市
は
、
軟
弱

地
盤
の
上
に
築
か
れ
て
い
る

こ
と
は
ま
ず
な
い
。
氷
河
期

に
は
氷
に
覆
わ
れ
、
氷
河
が

退
行
し
て
い
っ
た
と
き
、
表

面
の
土
が
削
ら
れ
て
で
き
た

洪
積
平
野
の
上
に
立
地
し
て

お
り
、
足
元
の
地
盤
は
極
め

て
強
固
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
日
本
の
大
都

市
の
ほ
と
ん
ど
は
、
脊
梁
山

脈
か
ら
急
流
が
一
気
に
海
へ

流
れ
込
む
沖
積
平
野
（
軟
弱

地
盤
）に
存
在
す
る
。欧
州
で

ほ
と
ん
ど
発
生
す
る
こ
と
の

無
い
被
害
地
震
が
、
日
本
で

は
歴
史
的
に
も
頻
発
し
て
い

る
こ
と
は
本
紙
第
２１
号
で
述

べ
た
通
り
で
、
こ
れ
ら
が
国

土
の
条
件
の
違
い
で
あ
る
。

わ
が
国
は
、
巨
大
地
震
が

頻
発
す
る
う
え
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
軟
弱
地
盤
の
上
に
住

ん
で
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
「
安
政
江
戸
地
震
」
は
、

わ
が
国
の
国
土
の
条
件
を
象

徴
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。

軟弱地盤上に立地する大都市（日本とドイツの沖積層の分布）

旅人を待つ「紀北」

安
政
江
戸
地
震
と

国
土
の
条
件

自然災害を
思考する②

和歌山市 海南市 密やかな人気

渦巻状の蚊取り線香

江戸町番組の死者数※

伝
統
的
な
蚊
取
り
線
香
も

明治２０年
渦巻状誕生

江戸とその自然地形※

（
数
字
は
第
二
回
書
上
げ
、
下
図
は
「
江
戸
の
名
手
番
組

『
図
集
日

本
都
市
史
』
所
収

に
よ
る
）

（
原
図
は
鈴
木
理
生
『
幻
の
江
戸
百
年
』
な
ら
び
に
『
図
表
日
本
都
市
史
』
に
よ
る
）
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低炭素アスファルト舗装のＣＯ２削減効果

混合
温度

ＣＯ２排出量
（kg/ton）

ストレートアスファルト

ＣＯ２排出量
（％）

削減率
（％） 備　考

180℃ 20.3 ― ―

170℃ 19.4 ― ―

160℃ 18.5 100 0 標準温度

150℃ 17.6 95.1 4.9 ―

140℃ 16.7 90.3 9.7 ―

130℃ 15.8 85.4 14.6 30℃低減

120℃ 15.0 80.6 19.4 ―

110℃ 14.1 75.8 24.2 50℃低減

100℃ 13.2 70.9 29.1 60℃低減

民
主
党
の
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
を
点
検

民
主
党
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
個
別
所
得
補
償
を
掲
げ
、

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
締
結
を
盛
り
込

ん
だ
。
し
か
し
、
農
業
関
係

者
か
ら
一
斉
批
判
を
浴
び
、

締
結
を
推
進
と
い
う
表
現
に

変
更
し
た
。
こ
の
変
更
は
何

を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

世
界
の
自
由
貿
易
と
農
業

保
護
政
策
の
問
題
は
、
ガ
ッ

ト
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド
で

決
着
し
て
い
る
。
民
主
党
の

掲
げ
る
個
別
所
得
補
償
政
策

と
は
、
当
時
、
世
界
が
認
め

た
農
業
保
護
政
策
の
一
つ
な

の
だ
。

農
業
保
護
の
必
要
性
を
認

め
な
が
ら
自
由
貿
易
と
軋
轢

を
生
じ
な
い
方
法
と
し
て
、

価
格
政
策
か
ら
環
境
と
リ
ン

ク
し
た
直
接
支
払
い
政
策
へ

の
転
換
が
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ

ン
ド
の
着
地
点
だ
っ
た
。

民
主
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

が
本
当
に
農
業
の
構
造
改
革

を
目
指
し
、
環
境
問
題
、
国

土
問
題
と
合
わ
せ
て
議
論
を

国
民
に
問
う
も
の
な
ら
、
締

結
と
い
う
言
葉
を
変
更
す
べ

き
で
は
な
い
。
選
挙
で
大
勝

し
て
も
そ
の
覚
悟
が
な
い
の

で
あ
れ
ば
、
今
日
の
農
業
と

環
境
問
題
の
将
来
展
望
は
切

り
開
け
な
い
。
（
原
耕
造
・

Ｎ
Ｐ
Ｏ
生
物
多
様
性
農
業
支

援
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

着
実
に
減
少
し
て
き
た
飲

酒
運
転
に
よ
る
死
亡
事
故
件

数
が
、
今
年
上
半
期
は
１
５

１
件
と
昨
年
同
期
比
１９
件
の

増
加
に
転
じ
、
関
係
機
関
は

警
戒
を
強
め
て
い
る
。

ピ
ー
ク
の
２
０
０
０
年
に

約
２
万
６
２
０
０
件
あ
っ
た

原
付
以
上
の
飲
酒
運
転
事
故

は
０８
年
、
約
６
２
０
０
件
に

大
幅
減
少
、
飲
酒
死
亡
事
故

も
００
年
の
１
２
７
６
件
か
ら

０８
年
３
０
５
件
と
４
分
の
１

に
減
り
、
取
り
締
ま
り
強

化
、
厳
罰
化
の
成
果
と
み
ら

れ
、
キ
リ
ン
フ
リ
ー
な
ど
ノ

ン
ア
ル
コ
ー
ル
ビ
ー
ル
人
気

も
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
国
土
交
通
省
は
、
公
共

交
通
機
関
が
不
十
分
で
、
ク

ル
マ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

地
域
で
の
飲
酒
運
転
防
止
に

は
、
代
替
交
通
手
段
の
活
用

な
ど
地
域
ぐ
る
み
の
取
り
組

み
が
不
可
欠
と
み
て
い
る
。

同
省
の
呼
び
か
け
に
応
じ

て
長
崎
県
諫
早
に
お
い
て
、

昨
年
度
か
ら
先
行
モ
デ
ル
と

し
て
飲
食
し
た
運
転
者
に
タ

ク
シ
ー
利
用
を
促
す
ク
ー
ポ

ン
券
を
サ
ー
ビ
ス
す
る
社
会

実
験
を
試
み
て
い
る
。

ク
ー
ポ
ン
券
は
３
１
５
０

円
（
税
込
み
）
以
上
飲
食
し

た
客
に
１
枚
渡
し
、
タ
ク
シ

ー
料
金
３
０
０
円
相
当
。
同

市
内
の
飲
食
店
１３
店
、
タ
ク

シ
ー
会
社
９
社
が
参
加
、
昨

年
１２
月
下
旬
か
ら
今
年
４
月

ま
で
続
け
た
。
好
評
に
つ
き

８
月
ま
で
延
長
し
今
年
末
ま

で
再
延
長
、
参
加
飲
食
店
も

１５
店
に
な
っ
た
。

ク
ー
ポ
ン
は
Ａ
５
版
。

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

飲
酒
運
転
」

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
ア
ン
ケ
ー

ト
付
き
。
２
月
末
ま
で
に
ア

ン
ケ
ー
ト
約
２
８
０
０
枚
を

回
収
（
有
効
回
答
約
１
６
０

０
）
、
７
割
が
飲
酒
し
た
と

回
答
し
て
い
る
。

国
交
省
の
社
会
実
験
と
は

い
え
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
調

査
費
用
を
国
交
省
が
出
し
た

以
外
補
助
金
な
ど
は
な
く
、

経
費
は
参
加
飲
食
店
、
タ
ク

シ
ー
会
社
が
負
担
し
た
。

運
営
事
務
局
を
受
け
持
っ

た
諫
早
タ
ク
シ
ー
協
会
の
内

田
輝
美
会
長
は
「
ク
ル
マ
の

不
可
欠
な
地
域
な
の
で
、
多

少
は
飲
酒
運
転
せ
ず
タ
ク
シ

ー
利
用
に
切
り
替
え
て
く

れ
、
地
域
へ
の
消
費
支
出
拡

大
効
果
も
あ
っ
た
は
ず
。
本

格
導
入
も
検
討
し
て
い
ま

す
」
と
語
っ
て
い
た
。

地
球
温
暖
化
問
題
で
民
主

党
の
新
政
権
は
、
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
を
２０
年
度
ま

で
に
９０
年
比
２５
％
減
を
打
ち

出
し
た
。

全
産
業
の
う
ち
土
木
事
業

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
約
１

割
、
そ
の
４
分
の
１
が
道
路

部
門
か
ら
の
排
出
と
試
算
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
で
の
化
石
燃
料
の

消
費
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
抑

制
技
術
が
開
発
さ
れ
て
い

る
。従

来
の
製
造
プ
ラ
ン
ト
を

利
用
し
、
加
熱
時
と
常
温
の

中
間
温
度
で
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

混
合
物
を
製
造
す
る
技
術

で
、
ウ
ォ
ー
ム
・
ミ
ッ
ク
ス
・

ア
ス
フ
ァ
ル
ト（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）や

ハ
ー
フ
・
ウ
ォ
ー
ム
・
ミ
ッ
ク

ス
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
（
Ｈ
Ｗ

Ｍ
Ａ
）な
ど
と
呼
ば
れ
る
。

製
造
温
度
で
１
５
０
～
１

８
０
度
Ｃ
の
も
の
が
Ｈ
Ｍ

Ａ
、
１
２
０
～
１
５
０
度
Ｃ

が
Ｗ
Ｍ
Ａ
、
５０
～
１
０
０
度

Ｃ
が
Ｈ
Ｗ
Ｍ
Ａ
、
そ
れ
以
下

が
Ｃ
Ｍ
Ａ
と
さ
れ
る
。

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減

効
果
が
よ
り
大
き
い
Ｈ
Ｗ
Ｍ

Ａ
技
術
も
開
発
さ
れ
た
。
あ

る
試
算
で
は
、
混
合
物
温
度

が
１
０
０
度
Ｃ
以
下
に
な
れ

ば
骨
材
を
乾
燥
、
加
熱
す
る

燃
料
消
費
量
を
５０
％
以
上
削

減
で
き
る
と
い
う
。

太
陽
光
の
遮
熱
な
ど
で
蓄

熱
温
度
を
下
げ
て
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
を
軽
減
し
た

り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
寿
命

を
延
ば
し
た
り
す
る
コ
ン
ポ

ジ
ッ
ト
舗
装
や
、
既
設
の
舗

装
を
現
地
で
再
利
用
す
る
サ

ー
フ
ェ
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
舗

装
な
ど
も
考
案
さ
れ
て
い

る
。今

日
で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
の
製
造
温
度
を
通
常
よ
り

３０
度
Ｃ
低
下
さ
せ
燃
料
消
費

量
を
抑
え
る
と
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
が
約
１５
％
削
減
さ
れ
る

こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

る
。こ

の
よ
う
な
中
温
化
技
術

に
よ
り
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減

を
目
的
と
し
た
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
、
現
在
は
国
際
的
に

も
数
種
類
が
実
用
化
さ
れ
、

低
炭
素
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

と
道
建
協
は
称
し
て
い
る
。

社
団
法
人
日
本
道
路
建
設

業
協
会
の
調
べ
に
よ
る
と
、

国
内
の
低
炭
素
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
の
施
工
実
績
は
各
地

で
こ
れ
ま
で
約
３
０
０
万
平

方
㍍
に
上
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
合
材
製
造
量
に
換
算
す
る

と
約
３５
万
㌧
と
み
ら
れ
て
い

る
。こ

れ
は
平
成
１９
年
度
の
全

製
造
量
約
５
４
４
０
万
㌧
か

ら
み
る
と
０
・
７
％
に
過
ぎ

ず
、
欧
米
に
比
べ
る
と
少
な

い
。道

建
協
で
は
、
国
内
の
舗

装
工
事
で
す
べ
て
低
炭
素
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
採
用
さ

れ
た
と
す
る
と
、
年
間
約
１５

万
㌧
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減

が
可
能
と
試
算
し
て
い
る
。

新たに登録された道の駅 全国の道の駅が９１７に
供用
予定

Ｈ
２１．７

Ｈ
２１．９

Ｈ
２１．１０

Ｈ
２１．９

Ｈ
２１．１２

Ｈ
２１．８

Ｈ
２１．８

Ｈ２１．
１０．２３

Ｈ
２１．１１

Ｈ２１．
１０．２４

Ｈ
２１．１１

Ｈ
２２．２

Ｈ
２１．１０

Ｈ
２１．１２

Ｈ
２１．１２

Ｈ
２１．１１

Ｈ２１．
１０．２５

特色【主要施設など】

東北百名山である「蓬田岳」のふもとに位置し、近隣には、約１１万株の芝桜がある「ジ
ュピアランドひらた」など観光スポットがあります。施設内では、あぶくま高原の豊
かな自然で育まれた「自然薯」や「椎茸」などの地域特産品の販売を行うほか、地域
住民との交流や地元からの情報発信を行っていきます。

全国で最南端となる「道の駅」いとまんは、沖縄県有数の漁業の街である沖縄本島最
南端の糸満市に位置しており、地元でとれた海産物はもとより季節の農産物の販売を
行い、生産者と消費者の交流を行います。また、周辺には太平洋戦争で唯一の地上戦
となった沖縄の戦跡や公園などが多数点在しており、南部観光の玄関口として情報発
信を行います。

当駅は、国際的にも重要な湿地としてラムサール条約に登録された野鳥の聖地「ウト
ナイ湖」に隣接し、センターハウスのテラスからはウトナイ湖を一望することができ
ます。また、隣接するウトナイ湖野生鳥獣保護センターと遊歩道で結ぶなど、ウトナ
イ湖と周辺自然環境を活かした、野鳥観察や自然とのふれあいを感じることができる
施設となっています。

当駅は、道東の２大都市である帯広市と釧路市の中間にあり、両市にはそれぞれ空港
や港、観光名所があり、「人」と「もの」の流れが経由する交通の主動線上に位置し
ています。また、当該地は、浦幌町中心市街地から約１㎞の丘陵地の樹林に囲まれ、
隣接地には緑豊かな広大な広場とオートキャンプ場等が整備された森林公園があり、
より身近なところで自然との一体感を感じることができます。

四倉町は、いわき市の北東部に位置し、四倉駅・四倉支所・四倉漁港を中心として市
街地を形成し、郊外部は純農村地域を形成しています。道の駅「よつくら港」は、地
域振興施設及び道路・地域情報施設を網倉風の外観とし、古き良き港町の風景を演出
しており、漁港周辺の環境を阻害しないよう配慮している施設であります。

当駅は、秀峰磐梯山を背に田園地帯にたたずむ表磐梯地区唯一の道の駅であり、会津

地区観光の玄関口として、地域住民からの期待も高い。物産館では、町の特産物や加
工品を取り扱い、飲食コーナーにおいても地元特産品である「そば」、地元農産物を
利用したメニューの提供をするとともに、情報化社会に対応した整備を図ります。

松本市中心街から南西へ約１２㎞、松本空港から約３㎞に位置し、北西に北アルプス、
北東に美ヶ原が一望できます。周辺には水田、畑、果樹園が広がり、特に、りんご、
ぶどう、すいか等の果実やレタス、キャベツをはじめとした野菜の栽培が盛んです。
当駅では、地域でとれる新鮮な旬の農産物や加工品を購入でき、また、地元食材を使
用した食事が味わえます。

当駅の特徴としては、みぶハイウェーパークやとちぎわんぱく公園、壬生町総合公園
からなる５２．４ha の大規模な公園で各種体験施設等があることから、家族連れやドライ
バーの休憩場所として憩いと安らぎの空間を提供できる施設となっております。ま
た、当駅へは県道からの利用のほか北関東自動車道壬生パーキングエリアからの利用
もできる施設でもあります。

当駅は、西方町中心街から約２km で公共施設にも隣接し、町内でも有数の交通量を有
する国道２９３号に隣接し、また、北関東自動車道都賀ＩＣにも近く北は宇都宮、南は
佐野足利への交通の要所であるため物理的な条件に恵まれています。町の特産品であ
る「いちご」をメインとした「農産物直売所」地域食材を使用した「農村レストラン」
等の施設を整備し幅広い年齢層が楽しめる施設となっております。

当駅は、国道８号沿で桜町縄文遺跡の発掘現場にほぼ隣接し、石川県境から約６km に
位置していることから、富山県の出入り口となる道の駅として、県内外の道路・交通
情報と快適な休憩の場を提供するとともに地域の観光・特産品情報の提供で市のＰＲ
と市街地への誘導をすることで活性化を図ります。

当駅は、西尾市東部地域に位置し、自然豊かな環境にあります。付近には河津桜や草
花などが咲きほころぶ散策路が整備されており、夏にはホタルが飛び交うなど自然と
のふれあいを楽しむことができます。また、西尾市は、江戸時代には六万石城下町と
して栄え、三河の「小京都」として登録されていることから、城下町をイメージした
外観となっており、その風情を感じることのできる施設となっています。

当駅の所在する富加町は現存する日本最古の戸籍「御野国半布里戸籍」のゆかりの地
で、古代より人々が住み続けてきた実り豊かな自然に恵まれた土地です。そのため昔
から農業や畜産業等が盛んであり、県内での有数の生産地となっております。当駅は
休憩施設として期待されるだけでなく、富加町を外に情報発信し、外部との交流や地
域内交流の拠点としても期待されています。

当駅は、伊豆半島南部を連絡する一般国道１３６号上の弓ヶ浜、石廊崎、波勝崎などの
観光地を結ぶ中間地である南伊豆町下賀茂温泉に位置しており、観光客や地元住民の
休憩の場となっています。駅内には、下賀茂温泉を気軽に楽しんでいただけるように
下賀茂温泉の湯を用いた足湯を設置するとともに、採れたての地場産品の直接販売を
行っています。

当駅は、瀬戸内海国立公園に位置し、近隣には古くから海の玄関口として栄えた室津
港、一目２万本の綾部山梅林、関西随一の遠浅海岸新舞子浜などがあります。施設に
は、近くの港で水揚げされた新鮮な水産物や地元特産品の直売所やレストランなどが
あり、海を見ながらゆっくりと休憩し観光や交流の拠点としてご利用いただけます。

当駅には、滋賀県北部の農産物や琵琶湖の水産物などを新鮮なうちに直売できる店舗
と特産品をゆっくり味わうことができる食事処が併設しているほか、この施設の近く
には、希少な植物の宝庫で知られる「山門水源の森」をはじめ、江戸時代の運河計画
で有名な「深坂古道」や桜で有名な奥琵琶湖パークウエイがあり、ハイキングやドラ
イブを楽しむ人たちの拠点となっております。

当該施設は、海岸線を走る県道御坊由良線に面した施設で、公園を囲む岩山には紀伊
水道を望む展望台があり、四国、淡路島まで見渡せます。また、施設内のレストラン
では地元でとれた新鮮な魚介類や、夏場はテラスでバーベキューを味わうことがで
き、そして何より、青い海と絶妙のコントラストを描く白い岩が美しく、ドライバー
の絶好の休憩場所となっています。

当駅は、国の有形文化財（建造物）に登録された伊田竪坑櫓や二本煙突、温泉施設を
兼ね備えた「源じいの森」等の観光施設に恵まれた地域に位置し、周辺には、小説「青
春の門」にも登場した香春岳や有数の史跡や遺構があり、自然も満喫できる道の駅で
す。また、地元で採れた新鮮野菜や加工品など地場特産品の販売所もあります。

駅名 場所 路線名

ひらた
福島県石川郡平田村大字
上蓬田字横森
◆国道４９号

いとまん
沖縄県糸満市西崎町
◆国道３３１号

ウトナイ湖
北海道苫小牧市字植苗
◆国道３６号

うらほろ
北海道十勝郡浦幌町字北
町
◆国道３８号

よつくら港
福島県いわき市四倉町
◆国道６号

ばんだい
福島県耶麻郡磐梯町大字
磐梯字十王堂
◆猪苗代塩川線

今井 恵みの里
長野県松本市大字今井
◆一般県道土合松本線

みぶ
栃木県下都賀郡壬生町大
字国谷
◆主要地方道羽生田・上
蒲生線/県道上田・壬生線

にしかた
栃木県上都賀郡西方町大
字元
◆国道２９３号

メルヘンおやべ
富山県小矢部市桜町
◆国道８号

にしお岡ノ山
愛知県西尾市小島町岡ノ
山
◆国道２３号岡崎バイパス

半布里の郷とみか
岐阜県加茂郡富加町羽生
◆国道４１８号

下賀茂温泉湯の花
静岡県賀茂郡南伊豆町下
賀茂
◆国道１３６号

みつ
兵庫県たつの市御津町室
津
◆国道２５０号

塩津海道あぢかまの里
滋賀県伊香郡西浅井町大
字塩津浜
◆国道８号

白崎海洋公園
和歌山県日高郡由良町大
字大引
◆県道御坊由良線

香春
福岡県田川郡香春町大字
鏡山
◆国道２０１号

長崎県
諫早

新たな技術革新を

低炭素アスファルト舗装
低エネルギー消費型舗装
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同町八坂神社に

ある樹齢３０００年の

２本の杉は根元で

合着しているので

夫婦杉、またの名

は美空ひばりの杉

＝写真。

１９４７（昭和２２）

年４月、地方巡業

中の美空ひばりさ

ん（当時９歳）の乗ったバスが同町で事故を起こし、ひばり

さんは瀕死の重傷を負うが、奇跡的に回復する。治療中の

ひばりさんがこの杉に「日本一の歌手に」と願いをかけ、そ

れを見た母喜美枝さんは「この子のためなら生命を捧げて

も……」の伝説が残されている。

隣接する緑地にはひばりさんの遺影碑と歌碑がありひば

りファンの聖地になっている。（高知道大豊ＩＣからＲ３２）

かい ばら

同市柏原のシンボルは柏原八幡神社参道にある「木の

根橋」。樹齢１０００年を超えるケヤキの根の一本が太く成長

し、幅８㍍の奥村川をまたいで対岸の地下にもぐり込み、

長さ１０㍍にもなる自然の橋を形づくっている。

１０２４（万寿元）年創建の同神社参道に土橋があり、ケ

ヤキの根は土橋に絡んで延びたと言い伝えられている。

県の天然記念物。（舞鶴若狭道春日ＩＣからＲ１７５）

本紙「読者の声」欄に寄せられる投書には「森の有効活用」「巨木珍木紹介を」「緑

の募金」など地球環境への関心が高の高まりがうかがえる。二酸化炭素の吸収源・

貯蔵庫として重要な森林。なかでも数百年を生き抜いた巨木が畏敬の念を集め、歴

史的ないわれを秘める名木も多く、地元では神様、大王、

太郎、将軍などの愛称・冠称を付けて大切に保存したり、

逆に詳しい場所を公開せずに保護を優先させるケースもあ

る。道の駅を起点にした巨木・珍木１５選－－。

巨木・珍木の名称、所在地、道

の駅名、電話番号。文中の樹齢は

すべて推定。文末のカッコ内は高

速道路ＩＣから道の駅に至る主な

ルート。

同市蓮根にあるヤマグワの老樹＝写真＝は目通り周囲８

㍍、樹高１３㍍で樹齢は１５００年とされている。

同県桐生、足利、沼田地方は戦前まで絹の一大産地であ

り、養蚕のため一面の桑畑が広がっていた。薄根の大クワは

霜の害に強く、かつて霜害時にその葉が養蚕に用いられ養

蚕農民を救ったこともある。地元の人から「養蚕の神様」

として大切に守られている。

国の天然記念物であり、ユネスコの世界遺産に申請中の

「富岡製糸場と絹産業遺産群」にもリストアップされてい

る。（関越道沼田ＩＣからＲ１２０）

お ぐに ぬま しゃく し

雄国沼に通じる中道地林道の近くの国有林内にある杓子
いり

ヶ入メグスリノキは樹齢４００年、あまり大きくならないメ

グスリノキとしては全国的にも珍しい巨木＝写真。林野庁

の「森の巨人たち１００選」に選定され、同市指定の天然記念

物。

戦国時代から樹皮や葉を煎じた汁で目を洗うと眼病に効

くとされている。紅葉シー

ズンには鮮やかに色づく。

メグスリノキ・ウォーキン

グが毎年１０月中ごろに開催

される。

駅の物産館には会津の薬

草コーナーがあり、メグス

リノキをはじめ、ベニバナ、

クマザサ、おとぎりそう

クコの実、柿の実、柿の葉、

煎りハトムギ、どくだみな

どびっくりするほど豊富な

薬草が並んでいる。（磐越道

会津若松ＩＣからＲ１２１）

天人峡温泉の近くの森の中に

静かに、たたずんでいる樹齢９０

０年のカツラ＝写真＝は樹高３１

㍍、幹周１１㍍あり、道内最大級

の大きさ。３本の主木が合体

し、その周りに多くのひこばえ

が育っている。

１０年ほど前、森林整備のボラ

ンティア活動中に発見され、参

加していた小学生が「森の神様

だ」と呼んだのが名前の起こ

り。保存会によって整備された

散策路がある。

同町にはテレビＣＭで有名に

なったケンとメリーの木（ポプ

ラ）、セブンスターの木（カシ

ワ）、親子の木（カシワ）もあ

る。（道央道旭川鷹栖ＩＣから

Ｒ２３７経由天人峡美瑛線）

同市蛭川の長瀞のひとつばたごは５月中ごろ雪を被った

ように真っ白な花を咲かせる＝写真。樹齢１００年の自生木、

国の天然記念物に指定されている。

ひとつばたごは東濃地方と愛知県、長崎県対馬市など自

生地が限られ、その姿が珍しいことからなんじゃもんじゃ

とも呼ばれている。

同市蛭川地区には自生木や

植栽されたひとつばたごが多

く、開花期には日ごろ静かな

蛭川地区も花見客でにぎわ

う。ひとつばたご祭りも開か

れ、長瀞のひとつばたごはラ

イトアップされる。（中央道

中津川ＩＣからＲ２５７）

同市別所ののどかな山里にそびえるのが醍醐桜＝写

真。県下一の桜の巨木、日本名木百選にも選ばれている。

伝説によると南朝北朝が対立した時代、隠岐に配流さ

れる後醍醐天皇がこの桜を賞賛したといわれている。樹

齢１０００年、種類はアズマヒガン、東西南北２０㍍に枝を延

ばした桜に魅せられ、毎年満開の季節になると周囲の道

路が大渋滞になるほどの花見客が集まる。

駅は毎春、醍醐桜の開花情報を発信し、駅のレストラ

ン名は「さくら」、名物は桜ソフトクリームなど桜尽くし

である。（中国道落合ＩＣまたは北房ＩＣからＲ３１３）

同市菊鹿町の相良観音近くにあり、マメ科のつる性植物

で、国の特別天然記念物。パーゴラ（つる性の植物を絡ま

せる棚）を埋め尽くすように繁ったつるの茎の直径は１０㌢

以上にもなる。

樹齢１０００年、国内で唯一の

自生木とされている。４月下

旬から５月上旬に暗い紅紫色

の蝶のような形の長さ約７㌢

の花がブドウの房のように垂

れ下がって咲き、独特な香り

を放つ＝写真。

中国揚子江の中流域に分布
じょう しゅん ま と う

する常春油麻藤と同じ種類と

されるが、なぜ山鹿に自生し

ているかは謎。（九州道広川Ｉ

Ｃまたは植木ＩＣからＲ３）

同市野村の旧東海道にある野村一里塚を鷲づかみするよ

うに根を張り、枝を伸ばしているのは樹齢４００年のムク。

江戸幕府二代将軍・徳川秀忠が諸国の街道に一里塚を築

くように命じたのが１６０４（慶長９）年、そのころに植えら

れたとみられている。

野村一里塚は県内で唯一原形をとどめる一里塚で、国史

跡に指定されている。（東名阪道亀山ＩＣからＲ１）

鳥海山北麓の中島台レクリエーションの森に鎮座してい

るのがあがりこ大王＝写真。樹齢３００年のブナの奇形巨木

で、伐採されたブナが新しい芽を吹くのを方言で「あがり

こ」と言い、あがり

こ大王はブナの生命

力を体感させる。

近くに「森の妖精

の腰掛」と命名され

たブナの巨木、ホウ

ノキ、シナノキ、ナ

ナカマドが一本の木

のようになった「三

種混合の木」もある。

（日本海東北道にかほＩＣからＲ７）

中越沖地震（２００７年７月発生）のあと、柏崎から出雲崎沖

で操業する漁船の魚網に最大１㍍、大半は数十㌢前後の海

底古木の丸太がかかり、操業できないと大騒ぎになった。

県水産課などの調査で深さ８０～１２０㍍の海底に多量の古

木が露出していることがわかり、操業ができるように２年

かけ、その一部３００㌧近くを引き上げ、騒動は治まった。

専門家の調査で縄文時代中期から後期にかけての、ケヤ

キ、ミズナラなど川辺に多い樹木の古木。「妙高山などの噴

火でなぎ倒され海へ運ばれた。大洪水、地滑り、土石流で

海底深く運ばれた」などが考えられており、断層のずれで起

きた中越沖地震で数千年の眠りから眼を覚ましたらしい。

縄文の海底古木は同町役場に保存展示されている。（北

陸道西山ＩＣからＲ３５２）

国の天然記念物に指定されているオハツキイチョウは

全国に７本、同町にはそのうち３本がある。そのなかの

１本、上沢寺のオハツキイチョウは根元の太さは７㍍を

超え、樹高は２３㍍、枝が下に垂れ下がっていることから

さかさイチョウと呼ばれている。

オハツキイチョウはイチョウの変種、葉の上に約（雄し

べの一部で、花粉をつくる器官）を付け、葉の上に実を着け

る。町内には他にもオハツキイチョウがたくさんあり、オ

ハツキイチョウの宝庫。１１月中旬から１２月上旬まで金色に

輝くイチョウ巡りが楽しめる。（中部横断道増穂ＩＣまた

は東名高速冨士ＩＣからＲ５２経由南アルプス公園線）

名峰・大山山ろくには巨木が多いが、同町宮場の春日神

社境内林の野生のスダジイ（シイ）は周囲が１１．４㍍、高さ

１５㍍あり圧倒的な存在感を見せる。
ほう き

樹齢千年を超え、伯耆国（現在の鳥取県中・西部）を代

表する巨木ということでこの名で呼ばれ、国指定の天然記

念物である。同町は「巨木を見守る町」としても有名。古

布庄の大スギ、転法輪の大イチョウなどがあり、巨木に出

会うことができる。（山陰道大山ＩＣからＲ９）

同市南花沢町のハナノキ（ハナカエデ）は国内最大級。

４月初め、小さな紅色の花をつけ、秋の紅葉も鮮やか。

１３００年前、聖徳太子が同市の百済寺を建立した帰り、昼

食で使った箸をこの地に刺し、それが成長したという伝説

が残されている。霊木神木として崇めてきた地元では葉一

枚持ち帰らず、親から子へ、子から孫へと守ってきた。

百済寺をはじめ鈴鹿山系の西麓に連なる西明寺、金剛輪

寺の湖東三山は紅葉の名所。（名神高速八日市ＩＣからＲ３０７）

同市宮ヶ浜の古刹・信楽寺のアコウは樹齢３００年、幹周

り１４㍍、樹高２２㍍で国内最大級。

海上からもよく見えるので鹿児島湾を往来する船にとっ

ては航路案内の役割も果たしてきた。

アコウは県内でよく見られる常緑の高木、他の木に根を

絡ませて最後は枯らしてしまうので別名〝絞め殺し〟とも

呼ばれている。（指宿スカイライン頴娃ＩＣからＲ２２６）
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旧
東
海
道
に
ほ
ぼ
沿
っ
て

走
る
国
道
１
号
を
鈴
鹿
峠
へ

向
か
っ
て
西
へ
。
す
る
と
、

関
西
本
線
関
駅
と
同
国
道
の

間
に
は
さ
ま
れ
る
よ
う
に
、

道
路
左
側
に
道
の
駅
「
関

宿
」
が
目
に
入
る
。

国
道
１
号
に
面
し
た
駅
は

そ
う
な
い
が
、
そ
の
う
え
木

造
瓦
ぶ
き
と
は
、
な
お
の
こ

と
珍
し
い
。
「
旧
宿
場
町
の

古
い
町
並
み
に
マ
ッ
チ
し
て

い
る
で
し
ょ
」
と
駅
長
の
林

と
も
子
さ
ん
。

ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
で
疲
れ

た
足
を
い
や
す
に
は
「
健
康

遊
歩
道
」
が
い
い
。
駅
舎
前

に
約
５
ｍ
四
方
の
区
画
に
大

小
さ
ま
ざ
ま
な
石
を
埋
め
込

ん
で
あ
る
。
こ
こ
は
肩
こ
り

ほ
ぐ
し
の
ポ
イ
ン
ト
、
あ
そ

こ
は
胃
腸
リ
ラ
ッ
ク
ス
部
位

と
体
を
考
え
な
が
ら
石
を
踏

め
ば
、
気
分
は
す
っ
き
り
。

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

裸
足
で
行
っ
た
り
来
た
り
。

駅
は
２
０
０
０
年
８
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
０５
年
に
亀

山
市
と
合
併
し
た
旧
鈴
鹿
郡

関
町
の
時
代
で
あ
る
。

林
さ
ん
は
２
代
目
の
駅
長

で
、
元
主
婦
。
開
業
当
初
に

物
産
販
売
コ
ー
ナ
ー
に
パ
ー

ト
従
業
員
と
し
て
入
っ
た
。

明
る
く
、
が
ん
ば
り
屋
の
性

格
か
ら
、
し
ば
ら
く
し
て
駅

長
代
理
に
�
昇
進
�
。
２
年

ほ
ど
勤
め
て
、
５
年
前
か
ら

駅
長
に
な
り
、
全
員
女
性
の

従
業
員
４
人
と
と
も
に
汗
を

流
す
。
こ
の
経
歴
も
ま
た
、

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。

け
っ
し
て
大
き
な

駅
で
は
な
い
。
し
か

し
、
西
は
京
都
・
奈

良
、
東
は
伊
勢
へ
と

通
ず
る
古
代
か
ら
の

要
路
。
か
つ
国
道
１

号
と
い
う
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
か
ら
、
観
光
バ

ス
、
大
型
貨
物
、
マ

イ
カ
ー
と
、
な
ん
で

も
立
ち
寄
る
。
お
客

も
北
海
道
か
ら
沖
縄

ま
で
、
さ
ら
に
外
国

人
の
姿
も
よ
く
見
か

け
る
。

約
３
７
０
年
の
長
い
歴
史

の
あ
る
お
菓
子
「
関
の
戸
」、

全
国
有
数
の
生
産
量
を
誇
る

伊
勢
茶
、
地
元
の
加
工
グ
ル

ー
プ
の
梅
ジ
ャ
ム
な
ど
に
お

客
の
手
は
伸
び
る
。

「
で
も
、
土
日
・
祝
日
の

高
速
料
金
が
Ｅ
Ｔ
Ｃ
で
１
０

０
０
円
に
な
っ
て
か
ら
、
開

業
以
来
少
な
く
と
も
毎
年
横

ば
い
だ
っ
た
客
足
は
昨
年
以

降
、
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
」
と
林
さ
ん
。
東
名
阪
自

動
車
道
と
新
名
神
高
速
道
が

昨
年
、
亀
山
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
で
結
ば
れ
、
そ
れ
ま
で
い

っ
た
ん
国
道
１
号
を
経
由
し

て
い
た
西
へ
の
ル
ー
ト
が
高

速
乗
り
継
ぎ
へ
チ
ェ
ン
ジ
し

た
の
が
ひ
と
つ
。
さ
ら
に
、

ガ
ソ
リ
ン
高
騰
で
車
離
れ
が

進
ん
だ
と
こ
ろ
へ
、
今
年
は

１
０
０
０
円
シ
ョ
ッ
ク
に
見

舞
わ
れ
た
。
そ
れ
で
も
年
１０

万
人
は
訪
れ
、
「
な
ん
と
か

黒
」（
林
さ
ん
）
と
い
う
。

不
景
気
風
を
吹
き
飛
ば
そ

う
と
、
毎
日
曜
日
、
「
ま
め

ぞ
ろ
い
」
（
地
元
の
言
葉
で

「
ま
め
・
元
気
な
人
」
の

意
）
が
集
ま
っ
て
朝
市
を
開

く
。
約
３０
戸
の
近
郊
農
家
が

ト
レ
ト
レ
野
菜
や
花
な
ど
を

持
ち
寄
る
。
と
く
に
人
が
集

ま
る
の
は
山
菜
シ
ー
ズ
ン
。

た
ら
の
芽
を
は
じ
め
、
こ
し

あ
ぶ
ら
、
こ
ご
み
、
わ
ら
び

と
い
っ
た
山
の
幸
が
出
る
。

む
か
ご
、
ひ
ら
た
け
も
。
最

初
は
午
前
中
だ
け
の
市
だ
っ

た
が
、
フ
ァ
ン
の
要
望
で
い

ま
は
午
後
４
時
ま
で
開
く
。

「
来
て
よ
か
っ
た
、
ま
た

来
た
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え

る
駅
に
な
る
よ
う
心
が
け
て

い
ま
す
」
と
林
さ
ん
は
話
し

て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
が
実

体
経
済
に
及
ん
で
、
日
本
の
自
動

車
産
業
も
大
い
に
苦
し
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
わ
が
国
の
自
動
車

産
業
は
、
時
期
が
来
れ
ば
回
復
で

き
る
と
多
く
の
日
本
人
は
信
じ
て

い
ま
し
た
。
そ
れ
は
世
界
の
人
々

が
質
の
高
い
わ
が
国
の
自
動
車
を

求
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
の
実
用
化
、
電

気
自
動
車
の
販
売
開
始
、
水
素
自

動
車
の
研
究
な
ど
、
環
境
や
安
全

の
面
で
も
わ
が
国
は
世
界
を
リ
ー

ド
し
て
い
ま
す
。
燃
費
の
改
善
に

つ
い
て
も
、
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機

構
（
Ｉ
Ｅ
Ａ
）
が
各
国
の
自
動
車

を
調
べ
て
公
表
し
て
い
ま
す
が
、

堂
々
た
る
も
の
で
す
。

Ｉ
Ｅ
Ａ
に
よ
る
と
、
日
本
の
車

の
新
車
の
カ
タ
ロ
グ
燃
費
は
年
々

向
上
し
、
世
界
の
最
高
水
準
に
あ

り
ま
す
。
新
車
カ
タ
ロ
グ
燃
費
の

加
重
平
均
で
見
る
と
、
１
㍑
あ
た

り
（
以
下
同
じ
）
１５
㌔
も
の
数
値

を
示
し
、
わ
が
国
よ
り
小
さ
な
車

を
好
む
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
に

次
い
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
ア
メ
リ
カ
は
、
相
変

わ
ら
ず
大
き
い
車
が
好
ま
れ
る
う

え
燃
費
改
善
努
力
を
怠
っ
て
き
た

た
め
、
近
年
に
な
っ
て
も
燃
費
は

年
々
悪
化
し
て
お
り
、
最
近
で
は

カ
タ
ロ
グ
値
で
も
８
・
７
㌔
位
し

か
走
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
を
見
る
と
、
日
本
は
環
境

に
優
し
い
と
自
慢
し
た
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
残
念
な
が
ら
実
際
に
ど

の
く
ら
い
走
れ
る
か
と
い
う
実
走

行
燃
費
で
見
る
と
、
何
と
日
本
の

車
は
、
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
車
並

み
の
燃
費
で
し
か
走
れ
ず
、
ド
イ

ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国

に
、
は
る
か
に
後
れ
を
取
っ
て
い

る
の
で
す
。

実
走
行
燃
費
を
Ｉ
Ｅ
Ａ
の
報
告

で
見
る
と
、
日
本
は
９
・
３
㌔
と

ア
メ
リ
カ
の
８
・
６
㌔
を
少
し
上

回
る
程
度
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
イ

タ
リ
ア
１４
・
９
㌔
、
フ
ラ
ン
ス
１３

・
３
㌔
な
ど
と
、
彼
の
国
は
日
本

よ
り
も
１
・
５
～
１
・
６
倍
も
い

い
燃
費
を
示
す
の
で
す
。

実
走
行
燃
費
が
悪
い
の
で
あ
れ

ば
、
カ
タ
ロ
グ
燃
費
が
い
く
ら
良

く
て
も
何
の
自
慢
に
も
な
り
ま
せ

ん
。こ

の
こ
と
は
日
本
で
は
車
が
ス

ム
ー
ス
に
走
れ
な
い
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。
信
号
機
だ
ら
け
で
系

統
処
理
が
し
に
く
い
、
立
体
交
差

が
少
な
い
、
平
面
踏
切
が
数
多
い

（
パ
リ
市
の
踏
切
数
１４
に
対
し
、

東
京
２３
区
は
６
７
３
）
、
自
動
車

専
用
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
充

実
し
て
い
な
い
、
な
ど
が
絡
み
合

っ
て
、
せ
っ
か
く
燃
費
の
い
い
車

を
持
っ
て
い
て
も
、
道
路
交
通
事

情
が
悪
く
て
そ
れ
を
生
か
せ
な
い

の
で
す
。

こ
れ
で
は
、
わ
が
国
の
道
路
交

通
事
情
の
悪
さ
に
つ
い
て
、
環
境

の
見
地
か
ら
国
際
的
非
難
を
浴
び

か
ね
ま
せ
ん
ね
。

北
海
道
上
士
幌
町
に
は
旧
国
鉄

士
幌
線
（
帯
広
～
十
勝
三
股
、
１

９
８
７
年
に
全
線
廃
止
）
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ア
ー
チ
橋
梁

群
が
残
さ
れ
て
い
る
。

国
の
登
録
文
化
財
５

橋
を
含
め
主
な
橋
だ
け

で
も
３６
橋
が
残
さ
れ
、

町
で
は
鉄
道
橋
と
し
て

の
活
躍
を
し
の
ぶ
遺

跡
、
東
大
雪
開
拓
の
歴

史
を
伝
え
る
近
代
産
業

遺
産
と
し
て
保
存
し
て

い
る
。

同
線
と
ほ
ぼ
並
行
し
て
い
る
国
道
２

７
３
号
を
走
る
と
数
ヵ
所
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
ア
ー
チ
橋
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
中
で
も
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
川
に
架
か

っ
て
い
た
タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
橋
梁
は
ダ
ム

ぬ
か
び
ら

湖
で
あ
る
糠
平
湖
が
で
き
た
た
め

湖
中
に
取
り
残
さ
れ
た
。

ダ
ム
湖
の
水
か
さ
が
増
え
る
６

月
ご
ろ
か
ら
湖
面
に
沈

み
始
め
、
秋
に
は
完
全

に
水
没
す
る
。
水
か
さ

が
減
り
湖
面
が
凍
結
す

る
季
節
に
再
び
姿
を
現

す
の
で
幻
の
タ
ウ
シ
ュ

ベ
ツ
橋
と
言
わ
れ
て
い

る
。水
没
・
氷
結
を
繰
り

返
す
の
で
、
他
の
橋
に

比
べ
て
風
化
が
進
み
、

古
代
ロ
ー
マ
の
水
道
橋

を
思
わ
せ
る
景
観
を
見
せ
て
い
る
。

保
存
さ
れ
て
い
る
橋
は
整
備
さ
れ
た

橋
以
外
、
立
ち
入
り
禁
止
、
タ
ウ
シ
ュ

ベ
ツ
橋
梁
付
近
は
ヒ
グ
マ
の
生
息
地
域

で
、
熊
よ
け
対
策
が
必
要
。

大石久和

⑦

タ
ウ
シ
ュ
ベ
ツ
橋
梁

湖面に浮かぶ幻の橋

日
本
の
自
動
車
の
燃
費

江戸時代、歌川広重は江戸と京都の間を旅し、浮世絵「東
せき じゅく

海道五十三次」を描いた。その４７番目の宿場が「関宿」。い

まなお、その面影を色濃く残す三重県亀山市にあるのが、名

前も同じ道の駅「関宿」だ。

道
の
駅
「
関
宿
」

旧
東
海
道
沿
い
に

宿
場
の
面
影
濃
く

毎
日
曜
日
に「
ま
め
ぞ
ろ
い
」の
朝
市

■経営主体は亀山市（桜井義之市

長）■営業時間と定休日＝平日は午

前９時～午後６時、それ以外は午後

７時まで、年中無休（年２回臨時休

業）■駐車＝普通５４台、身障者用３

台、大型７台■東名阪自動車道亀山

ＩＣから国道１号を経由して車で５

分■〒５１９‐１１１１、三重県亀山市関町

新所６７４の８（☎０５９５・９７・８２００）

！

木造瓦ぶきのシックなたたずまいの「関宿」
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十
津
川
と
聞
く
と
、
西
村

京
太
郎
の
推
理
小
説
に
登
場

す
る
十
津
川
省
三
警
部
を
思

い
起
こ
す
人
も
多
い
だ
ろ

う
。
西
村
が
日
本
地
図
を
見

て
十
津
川
村
が
目
に
と
ま
っ

た
の
が
命
名
の
由
来
ら
し
い

け
れ
ど
、
そ
れ
が
縁
で
西
村

も
し
ば
し
ば
来
村
、
今
は
村

の
観
光
大
使
を
務
め
て
い

る
。民

営
化
し
て
変
え
た
の
が

ま
ず
レ
イ
ア
ウ
ト
。
玄
関
外

の
飲
料
自
販
機
を
半
分
に
減

ら
し
、
室
内
を
明
る
く
風
通

し
良
く
し
た
。
裏
手
の
窓
際

は
片
づ
け
て
喫
茶
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
た
。
十
津
川
の
せ
せ

ら
ぎ
を
眺
め
な
が
ら
村
産
の

ヨ
モ
ギ
・
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

と
コ
ー
ヒ
ー
で
ほ
っ
と
一

息
、
ド
ラ
イ
ブ
の
疲
れ
を
癒

す
心
づ
か
い
だ
。

２
階
の
そ
ば
処
「
行
仙
」

（
ぎ
ょ
う
ぜ
ん
）
で
は
村
民

が
「
お
や
こ
の
村
」
と
呼
ぶ

北
海
道
・
新
十
津
川
町
か
ら

そ
ば
の
実
を
取
り
よ
せ
、
手

打
ち
そ
ば
を
提
供
し
て
い
る

（
実
は
明
治
期
に
水
害
に
遭

っ
た
村
民
が
北
海
道
に
移
住

し
て
作
っ
た
の
が
新
十
津
川

町
で
あ
る
）。
メ
ニ
ュ
ー
に
、

あ
げ
も
ち
お
ろ
し
そ
ば
９
５

０
円
、
目
張
り
ず
し
・
お
ろ

し
そ
ば
定
食

１
１
０
０
円

な
ど
の
メ
ニ

ュ

ー

を

用

意
。
お
も
ち

は
地
元
農
家

が
栽
培
し
て

い

る

ヨ

モ

ギ
、
イ
ナ
キ

ビ
、
ナ
ン
バ

キ
ビ
な
ど
の

雑
穀
を
混
ぜ

て
つ
い
た
。

目
張
り
ず
し

は
ご
飯
を
俵
形
に
握
り
、
高

菜
の
葉
の
漬
物
で
く
る
ん
だ

紀
州
地
方
に
伝
わ
る
郷
土
料

理
だ
。

そ
の
一
方
、
十
津
川
の
良

さ
、
伝
統
は
し
っ
か
り
守
り

継
承
し
て
い
る
。
地
元
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
で
は
ア
マ
ゴ
甘

露
煮
や
ア
ユ
あ
ぶ
り
、
手
作

り
豆
腐
、
ゆ
べ
し
、
木
製
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
を
品
ぞ
ろ

え
。
地
下
施
設「
む
か
し
館
」

（
入
場
無
料
）
で
は
先
人
の

山
・
森
・
川
の
生
活
を
し
の

ば
せ
る
民
具
約
１
０
０
点
余

を
「
運
ぶ
・
削
る
・
飼
う
・

切
る
・
紡
（
つ
む
）
ぐ
・
耕

す
・
漁
（
と
）
る
」
の
５
ジ

ャ
ン
ル
に
分
け
て
展
示
。
特

に
切
り
出
し
た
木
材
を
運
ぶ

た
め
材
木
を
道
に
落
差
を
つ

け
て
イ
カ
ダ
の
よ
う
に
敷
き

詰
め
た
運
搬
道
具
の
模
型
は

必
見
。
当
地
は
天
然
温
泉
地

と
し
て
古
く
か
ら
有
名
で
、

そ
の
一
つ
の
湯
泉
地
（
と
う

せ
ん
じ
）
温
泉
域
に
あ
る
十

津
川
郷
は
源
泉
か
ら
引
い
て

き
た
足
湯
（
２４
時
間
利
用

可
）
を
敷
地
内
に
設
け
、
湯

煙
漂
い
湯
の
花
香
る
十
津
川

村
の
情
緒
を
演
出
し
て
い

る
。

◆
道
の
駅
「
と
つ
か
わ
ご

う
」
奈
良
県
十
津
川
村
小
原

２
２
５
―
１

▽
営
業
時
間

（
「
む
か
し
館
」
含
め
）
８


００
～
１７

３０
（
冬
期
８


３０
～
１７

００
）、「
行
仙
」
１１


００
～
１５

００
）
▽
年
中
無

休

電
話
０
７
４
６
―
６３
―

０
０
０
３

高
原
の
オ
ア
シ
ス
と
し
て
１４
年
前
に
お
目

見
え
し
た
道
の
駅
「
信
州
平
谷
」
は
中
央
自

動
車
道
・
飯
田
山
本
イ
ン
タ
ー
を
下
り
、
車

で
名
古
屋
方
面
へ
約
３０
分
走
っ
た
国
道
１
５

３
号
沿
い
に
あ
る
。
大
型
車
１７
台
、
普
通
車

１
５
３
台
、
身
障
者
用
３
台
の
駐
車
場
を
完

備
。
祝
・
祭
日
を
除
く
毎
週
水
曜
日
が
休
館

日
と
な
っ
て
い
る
。

平
谷
村
は
か
つ
て
信
州
と
三
河
を
結
ぶ
三

州
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
。
今
年
９

月
１
日
現
在
、
村
民
は
５
３
８
人
。
長
野
県

下
で
最
も
人
口
の
少
な
い
村
な
が
ら
、
夏
に

は
ヒ
マ
ワ
リ
の
群
れ
が
眩
い
ば
か
り
に
咲
き

誇
る
雄
大
な
自
然
が
魅
力
だ
。

道
の
駅
「
信
州
平
谷
」
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
都
市
と
山
村
を
結
ぶ
交
流
の
場

憩
い
の
場
」。

「
名
古
屋
や
浜
松
な
ど
か
ら
来
て
道
の
駅

に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
、
信
州

平
谷
温
泉
が
管
理
・
運
営
す
る
『
ひ
ま
わ
り

の
湯
』
、
農
産
物
直
売
所
の
『
ひ
ま
わ
り
市

場
』
、
宿
泊
施
設
『
ひ
ま
わ
り
の
館
』
な
ど

を
利
用
し
て
も
ら
う
過
程
で
、
村
民
と
都
市

住
民
と
が
交
流
を
深
め
て
ほ
し
い
、
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
高
橋
駅
長
は

話
す
。

美
肌
効
果
が
あ
り
�
美
人
の
湯
�
と
し
て

好
評
の
「
ひ
ま
わ
り
の
湯
」
に

は
気
泡
浴
、
蒸
気
湯
、
打
た
せ

湯
な
ど
も
備
わ
っ
て
い
る
が
、
大
浴
場
の
全

面
改
装
の
た
め
今
年
１１
月
３０
日
か
ら
来
年
２

月
２８
日
ま
で
の
３
カ
月
間
は
休
業
と
な
る
。

「
ひ
ま
わ
り
市
場
」
で
は
朝
採
り
の
新
鮮
な

秋
野
菜
が
並
ぶ
ほ
か
、
契
約
農
家
直
送
の
り

ん
ご
が
安
心
、
安
全
で
お
値
打
ち
。
「
ひ
ま

わ
り
の
館
」
に
あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
「
ひ
ま
わ

り
亭
」
で
は
信
州
名
物
・
馬
刺
し
、
イ
ワ
ナ

の
塩
焼
き
を
メ
イ
ン
に
し
た
「
ひ
ま
わ
り
定

食
」
（
１
５
０
０
円
）
が
人
気
メ
ニ
ュ
ー
と

な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
中
京
エ
リ
ア
で
も
最
大
級
の
簡
易

釣
場
と
し
て
知
ら
れ
る
「
平
谷
湖
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
」
は
１２
月
中
旬
ま
で
無
休
で

営
業
。
各
種
マ
ス
を
は
じ
め
、
イ
ト
ウ
、
イ

ワ
ナ
、
ア
マ
ゴ
な
ど
が
釣
れ
る
。
１２
月
２０
日

営
業
開
始
予
定
の
平
谷
高
原
ス
キ
ー
場
も
初

日
は
リ
フ
ト
無
料
開
放
と
な
る
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
の
遊
び
方
に
つ
い
て
高

橋
駅
長
は
「
何
と
言
っ
て
も
紅
葉
狩
り
で
し

ょ
う
ね
。
１０
月
下
旬
か
ら
１１
月
上
旬
に
か
け

て
が
見
ご
ろ
で
す
。
北
に
そ
び
え
る
高
嶺
山

（
標
高
１
５
７
４
㍍
）
の
山
頂
か
ら
は
、
村

を
眼
下
に
３
６
０
度
の
錦
秋
の
パ
ノ
ラ
マ
が

楽
し
め
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
す
る
。

こ
の
高
嶺
山
の
山
頂
ま
で
は
登
山
道
の
ほ

か
、
舗
装
さ
れ
た
林
道
や
遊
歩
道
も
あ
り
、

途
中
、
落
差
４１
㍍
の
「
平
谷
の
大
滝
」
の
絶

景
に
出
会
う
こ
と
も
で
き
る
。

奈
良
県
の
最
南
端
、
和
歌
山
県
と
の
県
境

に
あ
り
、
面
積
が
奈
良
県
全
体
の
５
分
の
１
を
占
め

る
日
本
一
広
い
村
、
古
代
か
ら
の
歴
史
豊
か
な
十
津
川
村
（
６

７
２
平
方
㌔
）
の
ほ
ぼ
真
ん
中
に
位
置
す
る
。
山
間
地
に
あ
っ
て

十
津
川
の
清
流
が
そ
ば
を
流

れ
山
の
幸
、
川
の
幸
を
使
っ

た
特
産
品
が
昔
か
ら
知
ら
れ

る
。
今
年
４
月
民
営
化
さ
れ

た
の
を
機
に
、
よ
り
地
域

に
密
着
し
た
品
ぞ
ろ
い

と
運
営
を
心
が
け
て

い
る
。

道
２１
世
紀
新
聞
で
は
、
毎
号
「
人
と
道
」
に
関
す
る
読
者
の

ご
意
見
を
募
集
し
、
人
と
道
の
あ
り
方
を
共
に
考
え
る
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
い
ま
す
。
第
２５
号
は
『
温
暖
化
と
今
後
の
道
路
交

通
』に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
道
２１
世
紀
新
聞
で
ご
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
連
諸
団
体
に

も
提
供
し
、
今
後
の
「
道
の
駅
」
な
ら
び
に
近
隣
地
域
活
性
化

に
供
す
る
資
料
と
し
て
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
働
き
か
け
ま

す
。ご

回
答
は
す
べ
て
統
計
的
に
処
理
し
、
結
果
の
み
を
公
表

し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と
は

一
切
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
し
ど
し
遠
慮
な
い
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
回
答
い
た
だ
け
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３０
名

様
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

「温暖化と今後の道路交通」についてのアンケート

Ｑ１．温暖化防止のため日本は「温室効果ガス排出量を１９９０年に比べ２５％

削減」と鳩山首相が国際公約。達成には、国民のエネルギーむだ遣

い防止が求められます。あなたは自動車の使用を控えますか？

①すでに控えておりさらなる努力をする ②今後はなるべく控える

③代わりの交通手段がなく困難 ④生活を不便にしたくない ⑤マ

イカーは使用していない ⑥その他（ ）

Ｑ２．燃費をできる限り少なくするエコドライブを実践していますか？

①実践している ②これからは実践する ③効果があるのか疑問

④やり方がよく分からない ⑤車の運転はしない ⑥その他（ ）

Ｑ３．エコカーに関心がありますか？

①すでに利用している ②近いうちに買い換えたい ③もっと大幅

な助成がほしい ④その他（ ）

Ｑ４．高速道路を原則無料化する鳩山政権の方針に対し、環境への悪影響

を心配する声もあります。あなたはどう思いますか？

①心配なので無料化は疑問だ ②地域活性化の効果に期待したい

③効果や影響を一部で実験してから決めてほしい ④よく分からな

い ⑤その他（ ）

Ｑ５．ガソリン税など暫定税率廃止の方針が環境対策に逆行する、という

意見もありますが、どう思いますか？

①負担が減るのはありがたい ②環境への影響が心配だから慎重に

③よく分からない ④その他（ ）

Ｑ６．環境問題に対し道路交通行政は今後どう取り組むべきか、ご意見を

Ｑ７．この新聞はどこの道の駅で入手しましたか？

Ｑ １： ① ② ③ ④ ⑤

⑥（ ）

Ｑ ２： ① ② ③ ④ ⑤

⑥（ ）

Ｑ ３： ① ② ③

④（ ）

Ｑ ４： ① ② ③ ④

⑤（ ）

Ｑ ５： ① ② ③

④（ ）

Ｑ ６： （ ）

Ｑ ７： a ） 県 b）（駅名）

お名前： （フリガナ： ）

郵便番号：〒

ご住所：

お電話番号： （ ）

性 別：男・女 年齢： 歳 職業：

通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入下さい）

話題の道の駅

第２５号『温暖化と今後の道路交通』回答用紙

「人と道」を考えるアンケート

ご意見をお寄せください！

道
の
駅
「
十
津
川
郷
」

ご回答は回答用紙に記入し、枠に沿って切り抜き、はがき等に貼付し投函して

ください。ホームページからも回答できます。

〒１０５‐０００１ 東京都港区虎ノ門４‐１‐１ 虎ノ門パストラル内

ＮＰＯ法人 人と道研究会「読者アンケート係」宛

ホームページ（http://www.route-press２１st.jp）

＝長野県下伊那郡平谷村２５２
�０２６５－４８－２９１１

道の駅信州平谷
高橋 忠久駅長（６２）

都
市
と
山
村
を
結
ぶ
場
に

平成２１年１１月３０日締 切 日

送 付 先

応 募 方 法
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セカンドステージへ

「
１
０
０
０
円
高
速
」
で

土
日
・
休
日
は
観
光
客
で
混

み
合
う
荻
町
合
掌
集
落
か

ら
、
白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
経

由
（
無
料
区
間
）
で
５
㌔
ほ

ど
。
霊
峰
白
山
の
ふ
も
と
の

広
大
な
自
然
林
の
一
角
に
、

ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校
は

開
か
れ
て
い
る
。

山
村
の
自
然
学
校
と
聞
い

て
、
子
ど
も
向
け
自
然
観
察

な
ど
に
よ
く
活
用
さ
れ
て
い

る
廃
校
舎
を
連
想
し
て
い
た

が
、
１
７
２
㌶
も
の
敷
地
に

ゆ
っ
た
り
配
置
さ
れ
た
各
施

設
は
、
合
掌
造
り
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
シ
ッ
ク
な
デ
ザ
イ

ン
で
、
周
囲
の
自
然
に
見
事

に
調
和
し
て
い
る
。

自
然
と
の
共
生
・
地
域
と

の
共
生
を
テ
ー
マ
に
、
「
日

本
一
美
し
い
村
に
日
本
一
の

自
然
學
校
」
を
創
り
、
安
全

で
健
康
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
共
生
シ
ナ

リ
オ
を
提
供
し
、
ゲ
ス
ト
に

感
動
し
て
も
ら
う
こ
と
を
基

本
理
念
に
し
て
い
る
。

子
供
か
ら
大
人
ま
で
多
く

の
人
に
滞
在
し
て
も
ら
い
、

自
然
と
と
も
に
生
き
る
大
切

さ
を
実
感
し
、
環
境
に
対
す

る
思
い
を
深
め
て
も
ら
う
き

っ
か
け
と
、
癒
し
の
場
を
め

ざ
し
て
い
る
。

欧
米
で
発
達
し
て
い
る

「
大
地
の
恵
み
も
味
わ
え
る

オ
ー
ベ
ル
ジ
ュ
（
泊
ま
れ
る

レ
ス
ト
ラ
ン
）
」
も
参
考
に

し
た
。
セ
ン
タ
ー
ハ
ウ
ス
の

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
や
大
き
な
吹

き
抜
け
の
ロ
ビ
ー
は
お
洒
落

な
感
じ
で
、
ホ
テ
ル
の
よ
う

な
フ
ロ
ン
ト
も
あ
る
し
、
レ

ス
ト
ラ
ン
は
地
の
食
材
を
生

か
し
た
フ
レ
ン
チ
だ
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
は
ホ
ー

ル
や
研
修
室
。
イ
ス
席
な
ら

最
大
２
０
０
人
（
机
設
置
１

０
０
人
）
の
団
体
研
修
も
可

能
で
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使

う
講
演
会
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
も
対
応
で
き
る
。

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
３１
室
１

０
０
人
収
容
で
、
天
然
温
泉

の
檜
風
呂
や
露
天
風
呂
の
浴

室
棟
付
き
で
あ
る
。

単
な
る
リ
ゾ
ー
ト
施
設
と

違
う
の
は
、
環
境
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

白
川
村
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

三
者
で
組
織
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
白
川
郷
自
然
共
生
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
の
運
営
な

ら
で
は
の
、
ユ
ニ
ー

ク
で
多
様
な
活
動
を

積
み
重
ね
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。

後
述
の
環
境
プ
ロ

グ
ラ
ム
以
外
に
、
東

海
北
陸
自
動
車
道
建

設
工
事
の
掘
削
残
土

の
丘
に
ブ
ナ
林
を
蘇

ら
せ
、
薮
に
覆
わ
れ

歩
け
な
く
な
っ
た
歴

史
あ
る
古
道
を
見
つ

け
て
手
入
れ
し
、
歩

け
る
よ
う
に
す
る
な

ど
、
周
辺
自
然
環
境

を
保
全
・
回
復
す
る

共
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
に
も
力
を
注

ぐ
。そ

の
一
方
、
周
辺

や
他
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ

や
自
然
学
校
と
連
携

を
深
め
、
協
同
研
究

や
人
材
育
成
か
ら
地
球
環
境

へ
の
情
報
発
信
や
協
働
に
も

努
め
て
い
る
。

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
に
設
置

し
て
い
る
風
力
・
太
陽
光
発

電
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
暖

房
、
雪
室
冷
房
、
夏
は
空
気

冷
房
・
冬
は
空
気
加
熱
を
し

て
く
れ
る
ア
ー
ス
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
は
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
の
教
材
に
も
使
わ
れ

る
。

第
８
回
全
国
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
大
会
が
１１

月
１
、
２
日
の
両
日
、

香
川
県
高
松
市
塩
江
地

区
で
開
催
さ
れ
る
。
日

本
で
は
珍
し
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ

経
営
の
ホ
テ
ル
「
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
」
で
の

新
た
な
試
み
だ
。

な
ぜ
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ホ
テ
ル
で
全

国
大
会
な
の
か
。
昨
年
、
あ

る
新
聞
社
か
ら
「
『
セ
カ
ン

ド
ス
テ
ー
ジ
』
と
い
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
ホ
テ
ル
が
、
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
症
候
群
の
人
を
対
象
と
し

た
新
た
な
長
期
滞
在
型
の
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
企

画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
か
？
」

と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
「
ま
さ
に

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
グ
リ

ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
だ
」
と

即
答
し
た
。

現
在
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
が
、
余
り
に
も
体
験

型
に
偏
り
す
ぎ
て
い
る
と
感

じ
て
い
た
か
ら
だ
。
西
欧
型

に
な
い
日
本
独
自
の
、
そ
れ

も
、
わ
が
町
わ
が
県
独
自
の

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

！
と
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が

体
験
型
の
「
罠
」
に
陥
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

そ
も
そ
も
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
は
、
体
験
ビ
ジ
ネ

ス
な
の
だ
ろ
う
か
。
我
々
は

何
の
た
め
に
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
実
践
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
？

私
は
、
２０
年
に
な
ら
ん
と

す
る
日
本
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ

ー
リ
ズ
ム
の
実
践
が
今
、
大

き
な
曲
が
り
角
に
来
て
い
る

と
実
感
し
て
い
る
。
「
感
動

交
流
」、「
歓
交
」、「
社
会
的

自
己
実
現
」、「
交
流
型
」「
協

発
型
発
展
」
「
生
命
保
全
」

…
…
。
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
本
源
的
価
値
へ
近
づ

く
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。

「
地
球
よ
り
も
重
い
命
」

「
あ
ふ
れ
る
愛
を
感
じ
る

心
」。「
貴
方
は
今
幸
せ
で
す

か
？
」
と
問
わ
れ
た
ら
何
と

答
え
ら
れ
る
か
。
今
を
楽
し

く
、
生
き
生
き
と
感
動
を
分

か
ち
合
っ
て
生
き
て
い
け
た

ら
、
ど
ん
な
に
幸
せ
か
。

そ
の
熱
い
思
い
を
日
本
各

地
、
世
界
各
国
に
住
む
輝
く

人
々
と
、
日
本
や
世
界
を
築

い
て
こ
ら
れ
た
先
輩
世
代
か

ら
、
今
を
支
え
る
世
代
、
そ

し
て
未
来
を
支
え
る
世
代
と

共
有
で
き
た
ら
、
「
生
き
て

い
て
よ
か
っ

た
」
と
実
感

で
き
る
の
で

は
な
い
か
。

香
川
・
高

松
大
会
は
、

こ
う
し
た
人

間
存
在
の
根

幹
的
な
価
値

へ
接
近
し
た

い
と
い
う
視

点
か
ら
、
従

来
と
は
趣
が

変
わ
っ
た
内

容
に
な
っ
て

い
る
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

は
、
単
な
る
ル
ー
ラ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
で
も
な
け
れ
ば
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
も
、
農
村
観

光
や
農
業
体
験
で
も
な
い
。

人
間
存
在
を
、
自
然
や
文
化

と
の
関
わ
り
を
持
つ
人
々
と

の
交
流
を
通
し
て
、
じ
っ
く

り
体
感
し
、
身
も
心
も
元
気

に
な
る
。
そ
れ
を
「
体
革
」

あ
る
い
は
「
心
革
」
と
名
づ

け
、
も
う
一
つ
の
自
分
を
発

見
し
作
り
上
げ
る
、
そ
う
し

た
ト
ラ
イ
ア
ル
だ
。

【１日】青木辰司・東洋大学教授の

大会趣旨説明、問題提起の後、保坂隆

・東海大学医学部教授が「命と心のツーリ

ズムへの視点」と題して基調報告。

分科会は「ヘルスツーリズムの可能性」「フ

ードツーリズムの可能性」「地域づくりと健康

づくり」「長期滞在型ツーリズムの可能性」の４

つ。

トライアル部会は「メタボリック症候群を克

服するために」「心の病を克服するために」「食

の偏見からの脱却のために」「人生のセカンド

ステージの美を豊かにするために」の４つ。

【２日】分科会、トライアル部会のリレ

ーレポートの後、総括討論のパネルト

ーク「人に優しいグリーン・ツー

リズムへの展開と課題」。

体験宿泊施設「ＮＰＯしおのえ セカンドステージ」

〒７６１‐１６１４ 香川県高松市塩江町上西乙１１１８‐８

� ０８７‐８９３‐１１００（代） FAX ０８７‐８９３‐１１０１

ホームページ http://www.npo-secondstage.com

E-mail info@secondstage.com

かやぶき屋根の合掌集落を包み

込み広がる世界文化遺産・飛騨白

川郷（岐阜県白川村）。山や森は

間もなく、華やかで短い紅葉から

白一色で厳しい豪雪の世界へ、足

早に彩と装いを変える。その豊か

で深い自然を見詰め、楽しみ、學

び合おうとスタートした「トヨタ

白川郷自然學校」。身の回りから

地域、そして地球の環境を思いや

る方々のため、２００５年にオープン

した自然学校の理念と概要、秋か

ら冬へのエコプログラムを紹介し

よう。

集おう！高松へ
探ろう
新たな可能性！

分かち合おう
感動を！

◆大会の日程と内容◆

紅葉から豪雪へ変化界

深まる紅葉の中、秋のトヨタ白川郷自然學校

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

グリーン・ツ
ーリズム

１１
月
１
日
・
２
日

香
川
・
高
松
で
大
会

問い合わせ先

紅
葉
の
中
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
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ト
ヨ
タ
白
川
郷
自
然
學
校

の
最
大
の
魅
力
、
特
徴
は
何

と
い
っ
て
も
、
誰
も
が
親
し

め
、
驚
き
、
さ
ま
ざ
ま
に
学

べ
る
、
多
彩
な
自
然
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
で
き
る
こ

と
だ
。

す
べ
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー
と
呼
ぶ

同
校
独
自
の
案
内
が
付
く
。

直
訳
す
れ
ば
通
訳
だ
が
、
自

然
や
文
化
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
人
間
の
言
葉
に
翻
訳

し
、
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

役
目
で
、
自
然
と
人
間
の
橋

渡
し
役
で
あ
る
。

環
境
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
体
験
学
習
法
を
取
り
入
れ

た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
国
立
赤

城
、
同
三
瓶
青
少
年
交
流
の

家
所
長
な
ど
を
務
め
、
０７
年

に
同
校
校
長
に
就
任
し
た
西

田
真
哉
さ
ん
を
は
じ
め
、
白

川
郷
周
辺
だ
け
で
な
く
、
日

本
や
海
外
各
地
で
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
や
自
然
観
察
指
導

な
ど
、
経
験
を
積
ん
だ
９
人

が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

４
～
１１
月
の
毎
日
実
施
し

日
帰
り
参
加
も
で
き
る
デ
イ

リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
朝
２
回

の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
夜

の
ナ
イ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
森

の
夜
会
」）▽
日
曜
・
祝
日
、ゴ

ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
夏
休

み
向
け
の
ホ
リ
デ
ー
プ
ロ
グ

ラ
ム
▽
宿
泊
者
に
限
定
の
季

節
の
お
す
す
め
エ
コ
ツ
ア
ー

（
秋
は
終
了
。
今
か
ら
は
年

末
年
始
の
み
）な
ど
が
あ
る
。

団
体
は
１
日
１
組
限
定
の
オ

ー
ダ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

「
１０
月
中
旬
で
し
た
ら
、

紅
葉
が
真
っ
盛
り
を
迎
え
る

時
期
な
の
で
ぜ
ひ
当
校
に
宿

泊
し
、
イ
ン
タ
ー
プ
リ
タ
ー

と
一
緒
に
豊
か
な
自
然
と
伝

統
文
化
を
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。
当
校
周
辺
、

白
山
ス
ー
パ
ー
林
道
か
ら
白

山
中
腹
ま
で
赤
や
黄
、
金
、

緑
に
染
ま
り
、
野
生
生
物
に

も
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
」
と
、
広
報
・
営
業
担
当

の
金
井
泰
樹
さ
ん
。

宿
泊
ゲ
ス
ト
は
常
に
１
泊

２
食
の
料
金
の
み
（
別
掲
メ

モ
参
照
）
で
、
翌
朝
１
時
間

の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
は
無

料
参
加
で
き
る
。
こ
の
秋
は

特
別
に
同
校
所
在
地
の
「
馬

狩
」
に
ち
な
み
「
あ
き
」「
う

ま
」
「
か
り
」
の
読
み
が
付

く
人
と
、
そ
の
同
行
者
全
員

の
１
泊
２
食
料
金
（
ネ
ッ
ト

予
約
限
定
）
を
２０
％
割
引
す

る
特
別
プ
ラ
ン
も
実
施
中
。

目
下
、
冬
の
特
別
お
す
す

め
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
る

の
が
、
観
光
客
に
人
気
の
イ

ベ
ン
ト
、
白
川
郷
合
掌
集
落

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
と
巡
る
特
別
エ
コ

ツ
ア
ー
だ
。
今
年
か
ら
始
め

る
企
画
で
、
来
年
１
、
２
月

の
土
・
日
曜
日
に
７
回
実
施

す
る
（
別
掲
メ
モ
参
照
）。

幻
想
的
な
光
景
ば
か
り
で

な
く
、
合
掌
集
落
の
歴
史
、

自
然
と
共
生
し
て
き
た
生
活

の
知
恵
な
ど
も
、
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
が
詳
し
く
説
明
し

て
く
れ
る
。


写
真
提
供

白
川
村
産
業

課
商
工
観
光
係


全
国
各
地
で
個
性
的
な
展

開
を
見
せ
る
日
本
の
グ
リ
ー

ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
は
、
よ
り

広
く
、
深
く
、
長
く
繋
げ
る

た
め
、
行
政
支
援
の
あ
り
方

や
、
中
間
的
支
援
機
構
の
設

置
、
高
度
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
力
を
有
す
る
人
材
の
育

成
、
実
践
の
品
質
評
価
、
国

際
的
な
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、

さ
ら
に
は
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
と
し
て
の
独
自
化
な
ど
新

た
な
課
題
を
見
据
え
て
い

る
。
そ
う
し
た
喫
緊
の
課
題

へ
の
新
し
い
接
近
も
試
み
た

い
。当

日
の
食
材
は
、
全
国
の

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
実

践
地
域
の
協
力
を
得
て
、
ホ

テ
ル
直
営
の
農
地
で
大
事
に

育
て
ら
れ
た
野
菜
を
ふ
ん
だ

ん
に
素
材
と
し
て
活
か
す
取

り
組
み
の
成
果
だ
。

ス
タ
ッ
フ
が
モ
ニ
タ
ー
と

な
っ
て
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症

候
群
」
の
体
質
を
改
善
す
る

試
み
も
行
い
、
分
科
会
で
の

討
論
の
み
な
ら
ず
、
ト
ラ
イ

ア
ル
部
会
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

実
践
を
試
み
て
も
ら
う
。

大
会
を
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
全
国
か
ら

駆
け
つ
け
る
。
若
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
情
熱
を
体
現
し
て
い

る
彼
ら
に
、
勇
気
と
可
能
性

の
道
筋
を
示
し
て
ほ
し
い
。

必
ず
や
次
世
代
へ
繋
が
る
大

会
に
な
る
と
期
待
す
る
。

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

日
本
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

青
木
辰
司
・
東
洋
大
学
社

会
学
部
長
）

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
拡
大
・
充
実
に
協
力
を
、

と
い
う
農
林
水
産
省
、
国
土

交
通
省
観
光
庁
の
呼
び
か
け

に
応
じ
て
、
先
進
実
践
地
域

や
観
光
関
係
団
体
な
ど
４０
人

が
１０
月
初
め
東
京
で
、
第
１

回
「
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
推
進
連
絡
会
議
」
を
開
い

た
。初

め
に
、
農
水
省
都
市
農

村
交
流
課
担
当
官
が
「
経
済

危
機
に
負
け
な
い
よ
う
、
豊

か
な
自
然
資
源
の
活
用
で
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
質

を
高
め
、
自
然
志
向
の
都
市

人
を
も
っ
と
お
招
き
し
て
地

域
活
性
化
の
柱
に
し
た
い
」

と
挨
拶
。

ま
た
、
観
光
庁
観
光
地
域

振
興
課
担
当
官
も
「
個
人
対

象
の
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ

ム
が
ふ
る
わ
な
い
の
で
、
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
立
さ
せ
る

た
め
企
画
、
情
報
発
信
な
ど

の
知
恵
を
出
し
合
お
う
」
と

ア
ピ
ー
ル
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
大
分

県
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

研
究
会
の
宮
田
静
一
会
長
が

「
安
心
院
町
で
は
法
の
壁
で

苦
労
も
し
た
が
、
皆
で
ド
イ

ツ
に
学
び
に
行
き
、
極
力
お

金
を
か
け
な
い
方
式
を
開
発

し
た
。
長
期
滞
在
を
増
や
す

た
め
、
長
期
有
給
休
暇
を
義

務
付
け
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
条
約
批
准

を
」
と
訴
え
た
。

し
か
し
、
旅
行
業
界
か
ら

は
「
ツ
ア
ー
を
安
定
的
に
受

け
入
れ
る
、
良
質
で
規
模
の

大
き
な
施
設
が
少
な
い
」
と

の
指
摘
も
出
た
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム

推
進
を
う
た
う
政
府
の
「
観

光
立
国
推
進
計
画
」
も
動
き

出
し
、
全
国
の
宿
泊
者
数
は

昨
年
度
８
４
４
万
人
に
達

し
、
全
国
２
万
３
０
０
０
校

の
小
学
生
に
農
山
漁
村
生
活

を
体
験
し
て
も
ら
う
国
家
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。

一
方
、
先
進
地
域
以
外
の

農
山
村
地
域
で
は
、
生
活
基

盤
整
備
の
遅
れ
や
人
手
不
足

な
ど
か
ら
、
都
会
人
の
長
期

滞
在
に
対
応
し
か
ね
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
た
、
Ｐ
Ｒ
な
ど
で
観
光

関
係
団
体
、
企
業
と
の
連
携

不
足
も
指
摘
さ
れ
、
連
絡
会

結
成
と
な
っ
た
。

◆ＮＰＯしおのえ
セカンドステージ◆

高松市塩江町の体験宿泊施設
ＮＰＯしおのえ「セカンドステー

ジ」は、若い人より多少は知恵と時間
のある地域の高齢者の技を活かし、農
業、林業、カルチャーを軸に、第二のス
テージを提供しようと０８年春に設立。
大会実行委員長を務めるしおのえセカ

ンドステージの喜多維昭ＮＰＯ代表理事
は「過疎地域だが、これからは私たちの
年代が町おこしに参加して地域を元気に
しようと考えている。施設内で収穫し
た野菜や農業体験を利用した身体と
心の改善プログラムなどにも新
たな挑戦として取り組んでい

る」と話している。

◆住所

〒５０１‐５６２０ 岐阜県大野郡白川村馬狩２２３

◆アクセス

車は東海北陸自動車道白川郷ＩＣから１０分。公共交通

はＪＲ高山駅から濃飛バスで白川郷バス停（予約客は

送迎あり、１０分）まで５０分、名古屋から岐阜バスで同

２時間１５分（運行期間４月～１１月）、金沢から北陸鉄

道バスで同１時間１５分。

◆宿泊料金

年末年始と白川郷ライトアップ日を除く通常期間は洋

室４人部屋＝大人（中学生以上、２人利用）１２，２００円、

子供（小学生）８，５００円、幼児（３歳～、各室同）４，３

００円。洋室ツイン＝大人（同）１３，２００円～、子供（同）

１０，１００円～。

◆自然体験プログラム

デイリープログラム１，０００円

ホリデープログラム２，５００～３，０００円。

◆白川郷ライトアップツアー

１月２３日（土）、３０日（土）、２月６日（土）、７日（日）、

１３（土）、１４日（日）、２０日（土）からそれぞれ１泊２

日。宿泊料金は１室３人以上利用で大人１２，８５０円～、

子供８，５００円～、２人以上利用で大人１４，７５０円～、子

供８，５００円～

◆予約６ヵ月前から受け付け

☎０５７６９・６・１１８７、ＦＡＸ０５７６９・６・１２８７

インターネット http://www.toyota.eco‐inst.jp

体
験
型
↓
自
己
実
現
型

ライトアップされた、温もりの白川郷

豪雪の中の暮らし 厳冬の白川郷

今を楽しく
生き生きと

もう一つの
自分を発見

自然体験を
多彩に展開

地
域
活
性
化
の
柱
に

第
１
回
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
連
絡
会
議

地
域
、観
光
関
連
業
な
ど
連
携

エコプログラムいっぱい

「くももん」よろしく！
くももんは、読者の投稿から生まれ

た、道の駅の大空に棲む子どもの妖精で

す。大地に優しい光と恵みの雨をもたら

し、地球に生きる全てを優しく見守りま

す。今は仲間と遊び回っていますが、い

つかは偉大な妖精に。くももんをよろし

くね。（ハロハロは第２４号をもって連載

を終わりました）
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★
地
域
の〝
星
〟に

私
の
家
の
近
く
に
道
の
駅

が
出
来
ま
し
た
。
田
園
地
帯

で
す
が
、
交
通
量
は
多
く
、

大
盛
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

駐
車
場
や
ト
イ
レ
、
子
ど
も

の
遊
び
場
が
充
実
。
店
内
で

は
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
野
菜
や

果
物
や
加
工
品
が
た
く
さ
ん

売
ら
れ
て
お
り
、
値
段
が
手

ご
ろ
な
の
で
、
市
内
か
ら
買

い
出
し
に
く
る
人
も
多
い
で

す
。
コ
ン
サ
ー
ト
や
絵
画
展

や
手
芸
作
品
の
展
示
会
が
催

さ
れ
、
地
域
交
流
の
場
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
盛

大
な
お
祭
り
も
始
ま
っ
て
、

地
域
お
こ
し
に
大
い
に
貢
献

す
る
輝
く
�
星
�
と
な
り
ま

し
た
。
（
栃
木
県
小
山
市

会
社
員
・
６１
歳
）

★
道
路
網
優
先
を

高
速
道
路
の
「
土
・
日
曜

１
０
０
０
円
」
は
、
個
人
的

に
は
恩
恵
を
受
け
る
時
も
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
日
本
全
体

へ
の
経
済
効
果
を
考
え
た
場

合
に
、
ど
ん
な
も
の
か
な
？

と
思
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
優
遇
策
も
け
っ
こ

う
で
す
が
、
先
に
高
速
道
路

網
を
充
実
さ
せ
る
ほ
う
が
効

果
あ
り
と
思
う
の
で
す
が
…

…
。
（
岩
手
県
奥
州
市

運

転
手
・
５７
歳
）、

★
同
じ
場
所
に
！

ス
タ
ン
プ
と
携
帯
の
二
つ

の
ラ
リ
ー
を
兼
ね
て
道
の
駅

を
回
っ
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
二
つ
が
同
じ
場
所
に
置

か
れ
て
い
な
い
駅
が
あ
り
、

閉
店
す
れ
す
れ
に
行
っ
た
時

な
ど
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
探
す

の
に
た
い
へ
ん
な
思
い
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
利
用

者
の
こ
と
を
考
え
、
ス
タ
ン

プ
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
絶
対
に

離
れ
た
と
こ
ろ
に
な
い
よ
う

ぜ
ひ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
茨
城
県
古
河
市

無
職
・

５６
歳
）

★
カ
レ
ー
パ
ワ
ー

前
号
の
特
集
「
オ
ス
ス
メ

カ
レ
ー
１５
選
」
を
楽
し
み
ま

し
た
。
地
方
ご
と
に
い
ろ
い

ろ
な
カ
レ
ー
が
あ
る
ん
で
す

ね
え
。
え
っ
！
と
思
う
よ
う

な
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ど
れ
も
試
し
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。
カ
レ
ー
は
夏
の
暑

さ
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る

パ
ワ
ー
全
開
の
ｓ
ｏ
ｕ
ｌ

ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
で
す
。
（
栃
木
県

佐
野
市

主
婦
・
２９
歳
）

★
ス
タ
ン
プ
に
熱

全
国
道
の
駅
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
、
素
敵
な
企
画
で
す
。

こ
れ
が
全
国
オ
ス
ス
メ
味
自

慢
プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
な
ど
に

な
る
と
、
ス
タ
ン
プ
集
め
に

燃
え
る
人
が
増
え
る
で
し
ょ

う
ね
。
そ
こ
に
「
全
国
版
の

道
の
駅
詳
細
地
図
」
な
ん
か

が
あ
れ
ば
ぴ
っ
た
り
。
最
近

は
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
イ

ベ
ン
ト
や
施
設
も
多
く
、
ち

ょ
こ
っ
と
で
も
参
加
で
き
れ

ば
�
草
食
系
男
子
�
も
チ
ョ

ー
ハ
ッ
ピ
ー
で
す
。
（
滋
賀

県
東
近
江
市

高
校
１
年
・

１５
歳
）

★
田
舎
時
間
こ
そ

前
号
の
「
農
林
漁
家
民
宿

お
か
あ
さ
ん
１
０
０
選
」
、

「
田
舎
時
間
」
に
溶
け
込
ん

で
―
―
を
読
ん
で
、
民
宿
の

上
田
夫
妻
の
あ
た
た
か
さ
、

食
を
大
切
に
し
て
お
ら
れ
る

姿
を
、
う
ら
や
ま
し
く
思
い

ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
の
日

々
の
暮
ら
し
を
、
じ
っ
く
り

考
え
る
き
っ
か
け
を
い
た
だ

い
た
よ
う
で
す
。
評
判
料
理

「
ナ
ス
の
た
た
き
」
は
、
我

が
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
岐
阜
県
山
県

市

主
婦
・
５１
歳
）

★
施
設
の
不
備
も

開
設
ス
タ
ー
ト
の
頃
の
道

の
駅
の
新
鮮
さ
は
、
今
も
記

憶
に
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
比

べ
る
と
次
第
に
施
設
の
不
備

が
出
て
き
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
ト
イ
レ
が
曲
が
り

く
ね
っ
た
道
の
奥
に
あ
っ
て

危
険
だ
っ
た
り
、
電
話
機
が

分
か
り
に
く
い
所
に
置
い
て

あ
っ
た
り
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
が
閉
鎖
さ
れ
る
時
間

帯
が
あ
っ
た
り
。
当
初
の
使

い
や
す
さ
、
安
全
性
が
失
わ

れ
て
い
る
駅
も
あ
り
ま
す
。

全
国
の
道
の
駅
で
、
一
度
見

直
し
を
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
福
井
市

無
職
・
７０
歳
）

★
シ
ャ
ワ
ー
を
！

長
距
離
運
転
を
し
て
い
る

と
き
、
途
中
で
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
で
も
高
速
道
路
を

含
め
、
な
か
な
か
施
設
は
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
道
の
駅
で

い
つ
で
も
気
軽
に
利
用
で
き

る
シ
ャ
ワ
ー
設
備
が
増
え
る

と
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
の
で

す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
。

（
滋
賀
県
守
山
市

公
務
員

・
４２
歳
）

★
徒
歩
で
い
け
る

私
は
鉄
道
を
使
っ
て
各
地

へ
行
く
の
が
大
好
き
で
す
。

一
方
で
道
の
駅
も
好
き
な
の

で
す
。
そ
こ
で
、
電
車
の
駅

か
ら
徒
歩
で
行
く
こ
と
の
で

き
る
道
の
駅
を
ぜ
ひ
知
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
外
観
、
特

徴
、
オ
ス
ス
メ
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
同
時
に
紹
介
し
て
も

ら
え
れ
ば
最
高
で
す
。
（
盛

岡
市

会
社
員
・
２６
歳
）

★
マ
イ
Ｓ
ラ
リ
ー

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
で
も
１
年
間

で
全
部
回
る
こ
と
は
と
て
も

無
理
な
の
で
、
妻
の
提
案
に

よ
り
「
マ
イ
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
を
始
め
ま
し
た
。
自
分

の
ス
タ
ン
プ
帳
に
、
ゆ
っ
く

り
ゆ
っ
く
り
何
年
も
か
け
て

立
ち
寄
っ
た
道
の
駅
の
ス
タ

ン
プ
を
押
し
て
い
き
ま
す
。

マ
イ
ペ
ー
ス
で
こ
れ
も
楽
し

い
で
す
よ
。
（
北
海
道
白
糠

町

教
員
・
５５
歳
）

★「
橋
が
つ
な
ぐ
」

「
橋
が
つ
な
ぐ
み
ん
な
の

未
来
」
は
毎
号
、
と
て
も
興

味
深
い
話
題
に
満
ち
て
い
ま

す
。
い
ろ
ん
な
種
類
の
橋
が

あ
る
の
に
ま
ず
驚
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
材
料
、
技
術

―
ど
れ
を
と
っ
て
も
ス
ゴ
イ

で
す
ね
。
た
ま
に
新
潟
に
行

き
ま
す
が
、
途
中
に
き
れ
い

な
橋
が
あ
り
下
を
通
る
と
き

い
つ
も
眺
め
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
ず
っ
と
続
け
て
く

だ
さ
い
。
（
宮
城
県
名
取
市

主
婦
・
４９
歳
）

★
話
を
し
た
い
…

道
の
駅
に
寄
っ
た
と
き
、

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
と
地
元
の

話
な
ど
を
し
た
い
と
、
い
つ

も
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
皆

さ
ん
、
と
て
も
お
忙
し
そ
う

で
、
残
念
な
が
ら
実
現
し
て

い
ま
せ
ん
。
食
堂
も
戦
場
み

た
い
で
、
食
事
な
ど
を
い
た

だ
く
方
も
、
も
っ
と
ゆ
っ
く

り
で
き
な
い
も
の
か
と
つ
く

づ
く
感
じ
ま
す
。
「
そ
ん
な

に
急
い
で
ど
う
す
る
の
」
な

ん
て
言
い
た
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
（
名
古
屋
市

主

婦
・
４５
歳
）

★
大
人
の
生
き
方

前
号
「
道
の
駅
文
庫
」
で

紹
介
さ
れ
た
、
前
田
秀
樹
著

「
独
学
の
精
神
」
に
触
発
さ

れ
ま
し
た
。
評
者
は
「
人
生

は
わ
が
身
ひ
と
つ
で
生
き
て

い
く
し
か
な
い
。
だ
か
ら
本

当
の
学
問
と
か
学
び
は
、
わ

が
身
が
学
ぼ
う
と
す
る
こ
と

で
し
か
身
に
つ
か
な
い
」
と

著
者
の
視
点
を
語
っ
て
い
ま

す
。
大
人
が
活
き
活
き
と
生

き
る
こ
と
が
、
子
ど
も
へ
の

一
番
の
教
育
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。
（
徳
島
県
藍
住
町

主
婦
・
４３
歳
）

★
道
の
駅
と
災
害

本
紙
前
号
の
「
自
然
災
害

を
思
考
す
る
」
①
は
と
て
も

興
味
深
い
記
事
で
し
た
。
特

集
「
道
の
駅
の
災
害
時
の
役

割
は
」
で
取
り
上
げ
ら
れ
た

「
ち
ぢ
み
の
里
お
ぢ
や
」
の

実
体
験
も
貴
重
な
情
報
で

す
。
ふ
ら
ふ
ら
と
遠
く
ま
で

ド
ラ
イ
ブ
に
出
て
し
ま
う
私

に
は
、
急
な
災
害
で
帰
宅
で

き
な
く
な
っ
た
ら
！
と
い
う

心
配
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
特

集
は
そ
の
意
味
で
も
た
め
に

な
り
ま
し
た
。
（
名
古
屋
市

主
婦
・
４６
歳
）

このコーナーでは、道の駅をは

じめ、農家レストランや、道路な

どに関する読者の皆様のさまざま

な声を紹介していきます。

お便りはハガキで〒１０５－０００１

東京都港区虎ノ門４－１－１

虎ノ門パストラル内 ＮＰＯ法人

「人と道研究会」「第２５号読者の

声係」宛にお寄せください。

また読者専用のメールＢＯＸ

（dokusya@route-press２１st.jp）

を設けました。お便りのほか、写

真の投稿も大歓迎です。採用分に

は記念品をプレゼントします。

ア

ス

ヨ
ヒ

ツ
ク

ヨ

カ
タ

ヨ

明
日
の
夕

照
ら
す
月
夜
は

片
寄
り
に

コ

ヨ
ヒ

ヨ
ル

今
夜
に
寄
り
て

夜
長
か
ら
む

（
万
葉
集
・
巻
七
・
一
〇
七
二
番
）

す

て
き

今
晩
の
月
は
と
て
も
明
る
く
、
素
敵
な
夜
だ
‼

さ
ら

よ
い

か
が
や

更
に
、
明
日
の
宵
に
照
り
輝
く
月
を
、
今
夜
に
集

く
わ

ふ
た

よ

ぶ
ん

め
加
え
る
と
、
「
二
夜
分
の
明
る
さ
と
長
さ
」
に

な
る
だ
ろ
う
。
そ
う
あ
っ
て
欲
し
い
も
の
だ
‼

×

×

×

×

い
っ
ぽ
う

「
片
寄
り
」
は
、
一
方
・
一
ケ
所
に
寄
せ
集
め
る

こ
と
。
こ
の
歌
で
は
、
月
の
輝
き
と
多
さ
・
質
と
量

―
―
今
宵
の
月
と
明
晩
の
月
を
今
夜
に
‼
と
願
望
し

て
い
る
の
だ
。

コ

ヨ
ヒ

作
者
に
と
っ
て
「
今
夜
」
が
、
ど
ん
な
意
味
を
持

っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
特
別
の
夜
な
ら
ば
、
な
お

さ
ら
だ
が
、「
明
る
い
夜
」を
万
葉
人
は
待
望
す
る
。

く
ら
や
み

暗
闇
は
不
安
と
恐
怖
を
も
た
ら
す
当
時
だ
か
ら
、

あ
き

月
夜
明
ら
け
く
こ
そ
あ
れ

き

き
ゅ
う

や
す

‼
人
々
が
希
求
し
た
�
平

ら
ぎ安

の
夜
�
な
の
だ
。

雨
晴
れ
て

清
く
照
り

た
る

こ
の
月
夜

ま
た

さ
ら
に
し
て

雲
な
棚

引
き

（
一
五
六
九
番
）

や

雨
が
止
ん
で
、
夜
空

に
は
美
し
く
、
す
が

さ

し
い
月
が
冴
え
渡
っ

て
い
る
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
月
の
光
を
、
ま
た

あ
ら
た

で

ば

改
め
て
、
雲
よ
‼

出
張
り
た
な
び
い
て
隠
さ

な
い
で
く
れ
‼

「
雲
な
」の「
な
」は
、
上
代
語
の
禁
止
の
副
詞
。

天
平
八
年
秋
九
月
。
大
伴
家
持
の
歌
で
あ
る
。

「
月
を
隠
さ
な
い
で
く
れ
」と
雲
に
訴
え
、夜
の
明

る
さ
を
願
う
歌
が
多
い
。こ
の
時
代
の
基
本
で
あ
る
。

平
安
時
代
に
な
る
と
、「
雲
の
絶
え
間
か
ら
射
す
月

め

光
を
賞
で
る
歌
」
が
目
立
っ
て
く
る
。
絶
え
間
・
ス

キ
間
か
ら
、
そ
の
一
部
分
を
見
聞
し
て
、
そ
の
全
体

ぜ
ん
ぼ
う

お

は
か

・
全
貌
を
推
し
量
る
―
―
と
い
う
物
の
見
方
や
感
じ

方
に
移
行
す
る
。
い
わ
ゆ
る
余
韻
・
余
情
と
推
察
・

想
像
世
界
へ
と
深
層
化
を
志
向
す
る
よ
う
に
な
る
。

何
は
と
も
あ
れ
、
今
日
現
在
‼
夜
の
日
本
列
島
を

撮
影
し
た
宇
宙
映
像
の
何
と
明
る
く
、
あ
ざ
や
か
な

ぎ
ょ
う

て
ん

こ
と
か
‼

仰
天

‼

過
ぎ
た
る
は
…
…
。

（
万
葉
研
究
家
）

青森県から岩手県を経て宮城県までの太平洋側総延

長約６００㌔の三陸海岸＝岩手県・陸中海岸国立公園

月
夜
明
ら
け
く
こ
そ
あ
れ
‼

◆お便り募集
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は「道の駅企画」が厳重に管理し、プレゼントの提供のため、および「道の駅企画」からの商品の紹介

やご案内に利用させていただきますが、これ以外の目的で第三者に提供することはありません。

強
力
な

除
菌
効
果

と

消

臭

力
、
高
い
安
全
性
を
誇
る
ア
ミ
ス

テ
ィ
ー
衛
生
水
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
や
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
を
確
実
に
不
活
化
さ
せ
ま
す
。

タ
バ
コ
や
ト
イ
レ
の
悪
臭
に
も
効

果
抜
群
。
臭
い
を
化
学
変
化
で
無

害
な
水
に
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ミ
ス
テ
ィ
ー
衛
生
水
は

（
財
）
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

微
生
物
研
究
所
に
て
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
Ａ
型
Ｈ
１
Ｎ
１

を
３０
秒
で
不
活
化
す
る
こ
と
が
証

明
さ
れ
ま
し
た
。

製
造
元

株
式
会
社
安
全
環
境
研

究
所

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
a
m
i
s
t
y
.
j
p
/

提
供

（
株
）
道
の
駅
企
画

☎
０３
｜
５
２
８
２
｜
２
３
３
２

梅
の
本
場
紀
州
産
の
南
高
梅
を

仕
込
ん
だ
梅
酒
と
黄
色
く
熟
し
た

南
高
梅
の
果
肉
が
出
会
っ
て
作
ら

れ
た
に
ご
り
梅
酒
で
す
。
熟
し
た

南
高
梅
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
味
わ

い
が
好
評
、
地
元
の
土
産
物
と
し

て
も
人
気
上
昇
中
！

◇
梅
酒
の
お
い
し
い
飲
み
方

氷
を
入
れ
て
ロ
ッ
ク
で
飲
む
の

が
お
す
す
め
。
冬
は
お
湯
割
り
で

ホ
ッ
ト
梅
酒
。
ソ
ー
ダ
で
割
っ
て

ス
ッ
キ
リ
梅
酒
。

提
供

プ
ラ
ム
食
品
株
式
会
社

☎
０
７
３
９
｜
４７
｜
２
８
９
５

詳
し
く
は
、
プ
ラ
ム
食
品
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
、
富
美
の
里
を
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

例
年
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、

寒
く
な
り
始
め
る
１１
月
頃
か
ら
感

染
者
が
出
始
め
ま
す
。
特
に
今
年

は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感

染
拡
大
も
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
冬
の
健
康
対
策
水
」
は
、
お

手
軽
で
簡
単
、
風
邪
予
防
に
好
適

な
カ
ロ
リ
ー
オ
フ
の
清
涼
飲
料
で

す
。風

邪
予
防
に
好
適
な
天
然
成
分

（
か
り
ん
果
汁
・
ゆ
ず
果
汁
・
し

ょ
う
が
エ
キ
ス
）
及
び
、
健
康
成

分
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
・
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
）
を
含
有
し
て
い
ま
す
。

発
売
元

赤
穂
化
成
株
式
会
社

お
問
い
合
わ
せ

赤
穂
化
成
株
式

会
社

東
京
支
店

健
康
営
業
グ

ル
ー
プ

☎
０３
｜
５
３
３
０
｜
２
９
１
１

ス
ト
ッ
プ
森
林

伐
採
！
昨
今
の
環

境
問
題
で
大
人

気
。こ

の
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
、
静
岡
県
沼

津
市
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供

指
定
事
業
所
「
ウ
ィ
サ
ポ
ー
ト
ゆ

う
」
の
み
な
さ
ん
が
心
を
込
め
て

作
っ
た
、エ
コ
で
お
し
ゃ
れ
な「
マ

イ
箸
袋
」
で
す
。

「
マ
イ
箸
袋
」
は
ア
ミ
ス
テ
ィ

衛
生
水
で
除
菌
し
発
送
し
て
い
ま

す
。※

色
、
柄
等
は
写
真
と
異
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

「
ウ
ィ
サ
ポ
ー
ト
ゆ
う
」

☎
０
５
５
｜
９
６
６
｜
１
２
３
４

ブ
ロ
グ
「
ゆ
う
の
つ
ぶ
や
き
」

h
t
t
p
:
/
/
w
e
s
u
p
p
o
r
t

‐u
.

j
u
g
e
m
.
j
p
/

１
、
名
古
屋
の
コ
レ
に
は
金
の
シ
ャ
チ
ホ
コ
が
付

い
て
い
ま
す

２
、
香
川
県
に
行
っ
た
ら
、
讃
岐
〇
〇
〇
は
外
せ

ま
せ
ん

３
、
プ
リ
ン
が
好
き
？
そ
れ
と
も
果
汁
た
っ
ぷ
り

の
○
○
○
が
好
き
？

４
、
長
距
離
を
走
っ
た
ら「
ド
ラ
イ
ブ
〇
〇
」で
、

ひ
と
休
み

６
、
コ
レ
に
手
ぬ
ぐ
い
と
石
け
ん
入
れ
て
銭
湯
に

行
っ
て
ま
し
た

８
、
見
る
・
聞
く
・
か
ぐ
・
味
わ
う
・
触
れ
る

９
、
岐
阜
県
に
あ
る
刃
物
の
街
と
言
え
ば
？

１０
、
ブ
ル
ブ
ル
寒
気
が
…
。
風
邪
を
あ
ら
わ
す
○

○
○
か
も
？

１２
、
炭
も
ダ
イ
ヤ
も
結
局
こ
の
元
素
で
で
き
て
い

ま
す

１３
、
パ
ー
ン
！
タ
イ
ヤ
が
コ
レ
じ
ゃ
ド
ラ
イ
ブ
中

止
で
す

１４
、
観
光
の
名
所
が
い
っ
ぱ
い
の
長
野
県
。
昔
の

呼
び
名
は
？

１５
、「
手
の
ひ
ら
見
せ
て
、
占
っ
て
あ
げ
る
」

１６
、
泣
く
子
は
い
ね
か
ー
。
き
り
た
ん
ぽ
で
お
馴

染
み
の
県
で
す

１８
、
石
川
県
の
日
本
自
動
車
博
物
館
で
自
動
車
の

〇
〇
〇
を
学
ぼ
う

２０
、
車
で
フ
ェ
リ
ー
旅
し
な
が
ら
豪
華
客
船
で
の

○
○
○
一
周
を
夢
見
る

２２
、
和
・
○
○
・
中

２４
、
野
球
チ
ー
ム
で
、
プ
レ
ー
す
る
メ
ン
バ
ー
。

補
欠
は
違
い
ま
す

２５
、
中
央
ア
ル
プ
ス
の
本
当
の
名
前
は
〇
〇
山
脈

で
す

２６
、
あ
る
芸
人
の
歌
で
有
名
に
。
有
明
海
や
吉
野

ヶ
里
遺
跡
が
あ
り
ま
す

１、旅のお土産にも５％付いてきます

５、歴代の総理大臣も詣でる三重県の〇〇神宮

７、青森名産といえばこの果物です

９、コレが車をキャッチするため、ＥＴＣも安

全に通過できます

１１、コレがなければ扇はバラバラ

１２、那智や袋井、ナイアガラもこれです

１３、朝はゴハンよりこっちがいいです

１４、凍結していた再開発計画も話が○○○○。

さぁ、動こう！

１６、２００９年のこの季節には、シルバーウィ

ークがあります

１７、ロシアはこの国の一部でした

１９、奥の細道を旅の友に、芭蕉の〇〇〇〇を訪

ねる。風流ですね

２１、旅先では気になるもの。天気より学者っぽ

い言い方です

２３、武士の魂です

２５、世界遺産の熊野古道もこの地域の一部です

２６、長瀞や雁坂峠など見所豊富な埼玉県の愛称

は〇〇の国

２７、甲賀市と並ぶ忍者の市は〇〇市。忍

者フェスタも開かれます

２８、皇居にあるのは「桜田」「半蔵」「大

手」などです

①
除
菌
消
臭
剤

ア
ミ
ス

テ
ィ
ー（
Ｒ
）を
５
名
に

②
「
冬
の
健
康
対
策
水

３
５
０

」
を
５
名
に

道の駅文庫

「
人
は
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
」
と
ヘ
ル
マ
ン
・
ヘ
ッ
セ
は

言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
そ
の
よ
う
に
成
熟
し
な
が
ら
、
健
康
で
、
楽
し
く
、
美
味

し
く
暮
ら
し
、
い
つ
ま
で
も
若
々
し
い
気
持
ち
で
人
生
の
道
を
歩
い
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

道
の
駅
文
庫
は
、
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
陽
や
風
を
感
じ
ら
れ

る
す
ぐ
れ
た
図
書
を
選
定
し
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

★
タ
テ
の
鍵

道の駅のおすすめプレゼント

リンゴの木が教えてく

れたこと

日経プレミアムシリーズ

木村 秋則 著

定価８９３円（税込）

問題制作・寺崎美保子（ゼロページ）http://ZeroPage.jp

Ｈ

●クロスワードパズルの答Ａ～Ｈを記入し、①氏名②郵便

番号・住所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧この新

聞を手に入れた場所⑨今月号で一番良かった記事⑩その他

のご意見・ご感想を官製はがきに明記し、〒１０５‐０００１ 東
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６

２４

木
村
秋
則
さ
ん
、
１
９
４
９
年
生
ま
れ
。
青
森
の
弘
前
実
業
高
校
を
卒
業
し

て
一
時
就
職
す
る
が
、
故
郷
に
戻
り
リ
ン
ゴ
栽
培
を
始
め
た
。
周
囲
の
栽
培
農

家
と
同
じ
に
徹
底
し
た
農
薬
散
布
で
病
虫
害
か
ら
リ
ン
ゴ
を
守
り
、
化
学
肥
料

も
十
分
使
っ
て
生
産
を
確
保
し
た
。
だ
が
、
当
時
の
農
薬
は
劇
薬
で
、
手
で
散

布
す
る
た
め
木
村
さ
ん
家
族
は
「
漆
の
強
い
や
つ
に
か
ぶ
れ
た
よ
う
な
」
傷
害

を
負
っ
た
。
な
ん
と
か
農
薬
を
使
わ
な
い
農
業
が
出
来
な
い
か
。
２９
歳
の
と

き
、
リ
ン
ゴ
の
無
農
薬
栽
培
に
取
り
組
み
始
め
た
。
木
村
さ
ん
の
苦
闘
の
幕
開

け
で
あ
る
。

農
薬
で
守
ら
れ
た
リ
ン
ゴ
は
、
農
薬
を
使
わ
な
い
と
一
個
も
実
を
成
ら
す
こ

と
が
出
来
な
い
の
だ
。
収
入
は
無
く
な
り
田
ん
ぼ
も
人
手
に
。
地
域
の
人
か
ら

は
「
か
ま
ど
け
し
」
（
破
産
者
）
と
蔑
ま
れ
「
村
八
分
」
み
た
い
に
な
っ
て
し

ま
う
。
そ
し
て
６
年
。
こ
れ
以
上
は
で
き
な
い
、
「
死
ん
で
お
わ
び
し
よ
う
」

と
思
い
つ
め
、
あ
る
夜
、自
殺
用
の
ロ
ー
ブ
を
持
っ
て
山
の
奥
深
く
に
入
っ
た
。

死
に
場
所
を
探
し
て
２
時
間
。
こ
の
辺
り
で
い
い
か
と
見
回
す
と
、
丁
度
よ

い
木
が
あ
る
。
満
月
が
照
っ
て
い
た
。
掛
け
声
も
ろ
と
も
ロ
ー
プ
を
枝
め
が
け

て
投
げ
た
ら
、
勢
い
余
っ
て
ロ
ー
プ
が
飛
ん
で
い
っ
て
し
ま
っ
た
。
ロ
ー
プ
を

取
り
に
斜
面
を
下
ろ
う
と
目
を
あ
げ
た
時
、
月
光
に
耀
く
リ
ン
ゴ
の
木
が
目
に

入
っ
た
。

そ
の
木
は
ど
ん
ぐ
り
の
木
だ
っ
た
が
、
木
村
さ
ん
に
は
リ
ン
ゴ
に
見
え
た
。

「
な
ぜ
こ
ん
な
山
の
中
で
農
薬
も
使
わ
な
い
の
に
こ
れ
ほ
ど
葉
を
つ
け
る
の

か
」
「
な
ぜ
虫
や
病
気
が
葉
を
食
い
尽
く
さ
な
い
の
か
」。
木
村
さ
ん
は
呆
然
と

立
ち
尽
く
し
た
。
辺
り
か
ら
は
「
な
ん
と
も
か
ぐ
わ
し
い
土
の
匂
い
が
満
ち
溢

れ
」
て
い
た
。
足
元
は
ふ
か
ふ
か
で
ク
ッ
シ
ョ
ン
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
感
触

だ
。「

稲
妻
に
打
た
れ
た
か
の
よ
う
に
『
こ
れ
が
答
え
だ
』
と
直
感
し
ま
し
た
」

と
木
村
さ
ん
は
書
い
て
い
る
。
死
の
淵
で
、
リ
ン
ゴ
を
再
生
す
る
秘
密
の
鍵
を

見
つ
け
た
の
だ
。
翌
日
、
ま
た
そ
こ
に
行
き
土
を
持
っ
て
帰
る
。
「
や
っ
ぱ
り

土
が
違
う
ん
だ
。
こ
の
土
を
作
れ
ば
い
い
」
と
確
信
。
こ
う
し
て
木
村
さ
ん
の

リ
ン
ゴ
を
は
じ
め
と
す
る
自
然
栽
培
農
業
の
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
。

３
年
後
、
農
薬
・
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
方
法
に
転
換
し
て
実
に
１０
年
目
。

木
村
さ
ん
の
リ
ン
ゴ
畑
に
満
開
の
花
が
咲
き
、
「
奇
蹟
の
リ
ン
ゴ
」
が
実
っ
た

の
で
あ
る
。
山
の
土
は
、
人
間
が
何
も
手
を
加
え
な
い
の
に
ふ
か
ふ
か
で
芳
し

く
、
ど
ん
ぐ
り
の
木
は
そ
ん
な
環
境
の
中
で
た
わ
わ
に
実
を
成
ら
せ
る
。
み
ん

な
調
和
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
。
そ
う
木
村
さ
ん
は
気
が
つ
い
た
の
だ
。

（
花
信
風
子
）
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③
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ご
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梅
酒
『
熊
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み
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名
に

④
エ
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で
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し
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な

「
マ
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▶
応
募
方
法

▶
応
募
方
法

７月号の正解は

「ジョウホウキョテン」でした

★ヨコの鍵

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド

人
と
道
パ
ズ
ル
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